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創部50周年記念式典・祝賀会
期日平成20年3月15日

場所日本大学会館2階大講堂

日本大学体操部
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創部50周年の祝賀式典に想う

紳(きずな:つながり)日本大学に体操部
が創設されてから50年の年月が経った。

その節目の式典が、平成20年3月15日

（士)に日本大学会館大講堂で､第11代総

長小嶋勝衛にじまかつえ)兼理事長、田中

校友会本部長、常務理事、文理学部長、同

次長、本部学生部長、各運動部の部長・監

'‘1ﾘIlIIIII》，､督・コーチや関係職員約40名｡そして全国

各地から馳せ参じた260名余のOB・OG

の先輩諸氏と約50名の男女部員の参加を

得て、厳粛なうちにも和やかに行われた。

誠に慶賀の極みでした。

私は、幸いにも体操部の誕生から今日ま

でかかわって来られたことを心から感謝し

有難く思っています6

春桜の季節である｡桜の花とともに迎
えられ、そして桜の花とともに学び舎に別

れを告げて星霜50年bこのたびの記念式典
つど たていと

の集いは、布地に例えるならば経糸(50年
よこいと

I‘鯉､.、の歴史)と緯糸(入学した年度別)とが交差し、おりもの

J九完成された織物の布のように結ばれた日

でもあった。
つ む

それぞれの年代ごとに紡がれた色彩の
あやおりもの

濃し､糸､淡い糸などが紋なす織物のごとき

立派で意義のある会合でありました。

2年余にわたり計画・準備・実行に携わ

った役員のみなさんに満腔の敬意を表しま

すも

顧問門脇春男

うれしかったむかし話三題

（1）昭和31年の終わる頃､当時の体育課長

平野平三(ひらのへいぞう）教授（陸上

競技部OB、日本陸連常務理事）が、

大学公認の運動部でないと選手勧誘

しずらいから大学本部に「公認願い」

の申請書を提出した方がいい、とその

書類の下書き原稿をくださり、一切の

手続きなど面倒をみてくださいました。

通常2～3年実績をみてから審議され

許可されるべきものだが、お蔭様で翌

年の32年4月から日本大学体育会公認

の体操部となることができました。

そして全日本学生体操連盟・関東学生

連盟にも加盟することができました。

平野先生(昭和38~44年まで第2代体操部長）

が、親身になって体操部を誕生させて

くださいました。

本当に有難うございました。

(2)昭和37年の春頃だったか､当時文理学

部長であり初代体操部長(昭和32~37年）

であった秋葉安太郎(あきばやすたろう）

先生が｢体操専用の練習場を造るから、

理想的な器具などの配置計画案を持っ

てくるように、そして日本を代表する

選手を育ててください・・・｣。

昭和39年6月､待望の体操専用体育館
さきがけ

が他大学に魁て、3階建ての総ガラ

ス張りで、天井の高さ5.5m、ゆか面

積800㎡で景観のいい体育館がみごと

－1－



(3)

完成したのである。そして、東京オリ

ンピック大会の練習場としても利用さ

れ、各国選手からも「ニチダイの体育

館」は、とても環境がよく練習しやす

いと絶賛された。秋葉先生の先見性や

洞察力と決断性の偉大さを学びました。

昭和39年10月10日（士)から始まっ

た東京オリンピック大会の体操競技は、

競技全体後半の10月18日（日）から

千駄ヶ谷駅前にある東京都体育館で行

われたが、日本の男子は前回のローマ

大会に引き続き団体優勝ができました。

わが遠藤幸雄選手は、個人総合では初

めての優勝、さらにゆか運動で2位、

平行棒で優勝。また、オリンピック初

参加､弱冠24歳8日目(誕生日が10月10

日)の早田卓次選手は､団体とつり輪と

で2個の金メダルを獲得．個人選手権

では堂々の8位と大健闘でした。

オリンピック大会が終わり、10月26

日に大学本部に遠藤・早田・渋谷（現

木村）選手と挨拶に伺ったところ、総

長室で第6代総長永田菊四郎(ながたき

くしろう）先生が歩み寄り「ごぐろうさ

ん、ごぐろうさん、よかったね！」と

一人ひとりと抱擁してその労をねぎら

ってくださいました。まさに感動的な

出会いでした。

因みに、永田先生は総長に就任された

ときに｢…われ学生とともにあり…」

と挨拶されて、当時の教職員、学生を

びっくりさせた、人情味のある先生で

した。爾来、人間と人間との出会い、

巡り合いについて私は深く考えさせら

れました。

節目日本大学は創立'20年を来年迎え、
100万人の校友と7万人の在学生の更なる

発展を学生とともに学術･研究、教育の成

果を挙げるように、環境の整備・充実を図

り、伝統の上に建った新しい日本大学をつ

くる努力をしていますも

私たち体操部に関係する1000余名すべ

てが、この節目（創立120年、創部50年）

に当たって一致協力して新しい時代に向か

って、菊地君男桜樹会新会長、早田卓次体

操部長、梶山麿司監督、西川大輔・長津郁

子コーチ等を中心に新しい目標を立てて、鋤
新しい歴史をつくろうではありませんか。

目標を立てれば、工夫や努力が当然必要

となります6

(2008.4.12．記）

〆罵癒職

二三雲

琴喜XFzX二二?琴

東 京 体 育 館

－2－
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<<男子体操競技の金メダルを時系列にみて>》

顧問門脇春男

第18回オリンピック東京大会では、JOCの選手団は16個の金メダルをとっ

たが、体操競技では男子が5個獲得した。

その内訳は、

大会12日目

大会13日目

大会14日目

10月20日（火）自由演技時間

20:00～21:30男子団体⑪

(21:32）個人総合遠藤幸雄⑫

10月21日（水）種目別つり輪演技時間

19:30～20:00早田卓次⑬

早田選手の試技順は6番目19:56頃演技開始

＊天皇陛下、皇后陛下ご臨席賜る。（当時の昭和天皇）

10月22日（木）種目別跳馬演技時間

20:00～20:30山下治広⑭

種目別平行棒演技時間

20:30～21:0O 遠藤幸雄⑮

＊皇太子殿下、同妃殿下ご臨席賜る。（現在の平成天皇）

金メダルの第1号は、大会2日目の10月11日（日）渋谷公会堂で開催された

重量挙げ・フェザー級の三宅義信である。

体操競技での11～15個の金メダルの前後は、柔道・重量級猪熊功が⑨、ボク

シング・バンタム級棲井孝雄⑩、そして大会15日目の10月23日（金）19:30

開始の女子バレーボール競技は､駒沢公園の体育館で東洋の魔女といわれた日本対

ソビエトで､大接戦ながら3対0で日本の勝利となり16個目の金メダルとなった。
なお、この試合は皇太子、同妃殿下が観戦され大変お喜びになりました。

－3－



創部5o周年記念式典・祝賀会について

一お礼一

日本大学体操部創部50周年の記念式

典・祝賀会を、平成20年3月15日（士）

日本大学会館大講堂で盛大に開催すること

ができました。大学本部からは小嶋勝衛総

長・理事長はじめ執行部の皆様方ならびに

保体審の各部監督の方々、文理学部からは

島方洗一学部長ほか事務局及び体育学科の

先生方にご出席いただきました。そして何

よりも、今回の記念行事を盛り上げていた

だいたのは体操部の先輩方でした。会場に

入りきれないほどの盛況ぶりに、来賓の

方々からは驚きとともにお褒めの言葉をい

ただきました。

改めて桜樹会会員の皆様方に厚く感謝申

し上げますも

また、当日参加できなかったにもかかわ

らずご寄付にご協力くださった多数の方々

にも、重ねてお礼を申し上げますも

記念式典では、部の創設期から現在まで

部の発展に多大な貢献をされた漬田靖一先

生、門脇春男先生（遠藤幸雄先生、門脇和

子先生は欠席）及びオリンピック、世界選

手権、ユニバーシアードに出場したOB・

OGの方々に対して記念品を添えて感謝状

をお贈りいたしました。

会は第5期の小栗郁郎君の軽妙な司会で

式典から祝賀会へスムーズに進行しました。

祝賀会では、卒業以来の再会で双方が思い

出すのに時間を要する場面もありましたが、

同じ釜の飯を食った仲間同士の会話はとめ

日本大学体操部部長早田卓次

どなく続きました。

創部2年目の赤堤の合宿所、翌年の浜田

山合宿所、かまぼこ型体育館の器具出し、

創部8年目（1964）に新装専用体操場の落

成、八幡山寮水害事件、春合宿の前橋、銚

子、三島、土浦のはなし、紛争時の日大鶴

ヶ丘高、日大豊山高、秋田での疎開練習の

はなし､インカレ初優勝､インカレ3連勝、

全日本初優勝等々限りなく話題が続き、予

定の2時間はあっと言う間に過ぎてしまい

ました。

50年という長い年月が経過しても、日本

大学体操部の仲間の心は一つであることが

今回の50周年の集まりで証明されました。

体操部現役の諸君にも、この強い紳を絶

やすことなく受け継いでいって欲しいと切

望していますb

日本大学桜樹会、日本大学体操部の一層
いやさか

の弥栄を祈念するとともに、この度の記念

行事を開催するにあたりお世話になった記

念行事実行委員の皆様方はじめ、各卒業期

のリーダーの方々に体操部を代表して心よ

りお礼申し上げますもまた、名誉会長の石

井征也氏、会長の菊地君男氏には特段のご

配慮をいただき感謝申し上げますも

本当にありがとうございました。

今後とも日本大学体操部に対しまして一

層のご支援、ご協力を賜りますようお願い

申し上げます6

－4－
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記念行事を終えて

体操部創部50周年記念行事開催の発端

は､平成18年6月24日に行われた会員総

会でした。様々な議論を経て、記念行事の

開催に向けスタートを切ったのですも

その総会では、もう一つ重要な案件があ

りました。石井会長（当時）から会長を辞

退したいという申し出があったのですbそ

IIIImiMIm'、の後の経緯については会報40号掲載の議
事録に明らかなように、その場では結論が

出ず議長預かりとなり、結局、11月の役員

会で私は会長に推挙され（正式には翌年3

月の総会で決定)､記念行事実行委員長に指

名されたのですb私はそのとき以来、会長

というプレッシャーのうえに50周年記念

行事開催という更なる重圧を受けつつ日々

を送ることになったのですb

平成19年1月20日に恒例の桜樹会有志

による新年会が、新宿の「栄寿司」で開催

されました。私はその席で、記念行事実行

委員長という立場から、「体操部創部50周

ｨ細騎、年記念行事」の開催計画を初めて公にしま
した。記念行事に向けて具体的に動き出し

たのですb以来、主催側である早田部長、

梶山監督と話し合いを持ちつつ、実行委員

会を開催し準備を進めました。

記念行事開催に当たって危倶されたこと

は､50年という歳月に対する感じ方が、卒

業期によって違うのではないかということ

でした。卒業して間もない会員と数十年を

経た会員では、記念行事に対する思い入れ

が違って当然ですb若い会員にどのように

桜樹会会長菊地君男

アピールするかが課題でした。

今年1月、開催通知を発送しました。当

初は反応も鈍く不安な日々でした｡しかし、

幹事、ブロック幹事、そして卒業期の代表

者の方々の努力によって、出席者は卒業期

をほぼ網羅し266名に達したのですも

厳粛な式典、和やかな祝賀会は50周年

のイベントに相応しい雰囲気でした。会場

では、それぞれが一瞬のうちに学生時代に

立ち返り、再会を喜び合うシーンは感動的

でもありました。

ところで、記念行事を成功裏に終えるこ

とができた大きな要因として、体操部員の

諸君が案内、受付、クロークなど裏方の仕

事を誠実に務めてくれたことが挙げられま

す。体操部と桜樹会が一体となってこの慶

事を成功に導いたのですb部員諸君が今回

の行事を通して先輩たちと感動を共有でき

たならば、伝統は間違いなく受け継がれて

いくものと思いますb

記念行事終了後、新宿「栄寿司」に一期

から十数期までの65名の人たちが集まっ

ていました。日大会館の感動をそのまま持

ち込んだような二次会でした。聞けば、当

夜はあちこちで同様の二次会（同期会）が

行われたようですもこのことは記念行事の

成功を端的に物語っているように私には思

えるのですb参加した人たちの胸に、何か

温かいものが残った、そんな一日であった

と私は信じていますb

皆様のご協力を心から感謝いたしますも
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記念品のはなし

桜樹会副会長（6期）鶴見興人

記念行事に出席した方々 に配付ｳー る記念

品をどんなものにしようかということが、

実行委員会の度に議論されました。結局、

体操部のシンボルマーク（部章）をデザイ

ンしたタイピンとスカーフピンに決まりま

した。

桜樹会会員の方には、会報の表紙で馴染

みのあるフルターンのデザインですが、そ

の誕生にまつわるエピソードを知る人は少

ないと思います6

昭和52年1月、日大体操部の現役部員

とOBによってアメリカへ遠征することに

なり、早田先生から、遠征先で配るロゴの

入ったバッジのようなものができないだろ

うかという相談がありました。当時、主だ

った運動部には部章がありましたが体操部

にはありませんでした。

漬田先生にデザインの作成をお願いした

ところ、その場で使いかけの画用紙の裏に

フルターンの画を描いてくれました。それ

がこの画ですb私の手元には当時の原画が

そのまま残っています6

この画をもとにして、当時はパソコンも

なかったのでNIHONとGymnasticsを

手書きで仕上げました。

こうして生まれたのが、部のシンボルマ

ークとなり、今回の記念品のデザインとな

ったのですbぜひ日本大学体操部への帰属

意識の象徴として認識していただきたいと

思っています6

鋤）

ちなみに、シンボルマーク誕生のきっか

けとなったアメリカ遠征のメンバーは次の

とおりです6

団長漬田靖一

監督遠藤幸雄

コーチ早田卓次

選手五十嵐久人（昭和48年卒）

梶山麿司（昭和51年卒）

松本俊一（3年生）

金居俊郎（3年生） 緬翰、

薮野睦明（3年生）

境保則（3年生）

慶田盛定（2年生）

瀬戸伸一（2年生）

実にそうそうたるメンバーであったこと

がわかります6今では、過去に日大体操部

単独によるアメリカ遠征が行われたことを

記憶している人も少ないのではないでしょ

うか。
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記念式典では、体操部の充実、発展に寄

与された方々に対して記念品を添えて感謝

状が贈呈されました。その記念品にも躍動

的な漬田先生の画が刻されています6

93歳になられた漬田先生のお元気な姿

は会場の感動を呼びました。

中締め

桜樹会総務（25期）遠藤幸一

へ記念式典を振り返り、やはりその思いは多
くの方々への感謝しかないことをつくづく感

じますbその気持ちは「実行委員会代表」と

して高いところから失礼してお伝えさせてい

ただいた中締めの言葉につきますので、改め

てここに記したいと思いますも

本日は、ご多忙の中、日本大学体操部50

周年の節目のお祝いに、日本大学小嶋総長を

はじめ、多くの皆様方のご参加、誠にありが

とうございました。

正直に申し上げまして、企画段階において

これだけの人を集められるのか不安に感じる

こともありました。しかし、創部以来かかわ

ってこられた実行委員長である菊地会長の思

いと、何よりも日本大学体操部であることを

誇りに思い、愛してくれている方々が、実行

委員の想像をはるかに超えてこのように集ま

ってくれたことで、改めて日本大学体操部の

強い「きずな」を感じました。本当にありが

とうございました。

部員個々には、日本大学の学生として、ま

た体操部員として、よき仲間とともに苦楽を

過ごしたのは4年という月日になりますもし

かし、今年、先輩方が礎を作り、後輩たちが

それを引き継ぎ、その積み重ねにより50年

という時を刻みました。そしてこのようにこ

れだけ多くの方々に祝っていただけたことで、

日本大学体操部の歩みは間違っていないこと

を確信いたしました。

今後とも、日本大学体操部の発展のため、

OB○Gとして支え、またお集まりの諸先生

方には変わらないご指導ご鞭健をいただきま

すようお願いをして、本日の祝賀会中締めの

ことばと致しますb本日は誠にありがとうご

ざいました。

創部50周年を迎えて

4期木村多喜

創部50周年おめでとうございますb

式典には、日本大学総長はじめ保健体育

審議会事務局長、文理学部長、教職員、各

運動部監督。コーチのご臨席をいただき、

そして大勢の桜樹会会員の皆様が出席され

て盛大に催されました。改めて50周年の

－7－



歴史とその意義の深さを認識いたしました。

私は体育学科の二期生として、昨年は体

育学科創設50周年、そして今年は体操部

50周年を迎えることができ､二重の喜びを

味わうことができました。

記念式典では、オリンピック大会、世界

選手権大会、ユニバーシアード大会に出場

したOB、OG、現役部員とともに表彰を

受け大変光栄に感じていますbこの栄誉は、

ご指導いただきました諸先生はじめ、お互

いに切嵯琢磨して練習に励んだ先輩、同期

の仲間、後輩、そして家族の応援の賜と深

く感謝いたしておりますbまた、遠路はる

ばるご出席いただいた桜樹会会員の方々と

お会いして、改めてその紳の強さを感じ、

感激と感謝の気持ちで一杯になりました。

出席された方の中には何十年ぶりかでお

会いした方もいらっしやいましたが、簡単

な挨拶だけでゆっくりお話もできず残念な

思いが残りました。しかし、皆様の元気な

姿、変わらぬ若々しさに驚き、しばし昔に

戻ったような錯覚さえ覚えました。いつで

もお会いできそうで出来なかったこの年月

ですが、今回それが実現できて私にとって

忘れられない一日となりました。

こんな素晴らしい記念行事を計画し成功

に導いていただいた実行委員の皆様に厚く

お礼申し上げたいと存じますb

最後になりましたが、今回の50周年を

機に60年、70年と歴史を刻み、桜樹会と

体操部がますます発展されますよう、併せ

て会員の皆様のご健勝とご多幸を心からお

祈り申し上げますも

また次回、元気に再会できることを楽し

みにしております6

再会から想う

6期梅崎捷也

桜前線の進行情報が変わった。

今年は、体操部創部50周年の祝いを知

らせるかのように上方から九州に向かって

下って来た。

平成20年3月15日、北海道から沖縄県

のOB､OG､市ヶ谷日本大学会館大講堂、

午後5時集合という桜樹会の呼びかけに、

半世紀のときを確かめるために大勢の老若、
男女が駆けつけた。

会場の内外を問わず、祝いの言葉と笑い

と歓声が交錯し盛会だった。この会の開催

を企画し再会の場を提供してくれた菊地会

長をはじめ桜樹会幹事諸氏に感謝し、心か

らお礼を申し上げますも

創部して50年、私が関わったのは4年

間だが、お互い助け合い部を作り上げた仲

間は7歳の年の差がある｡40年を経て再会

したにもかかわらず不思議に名前と顔が一

致した。学生時代以来久しぶりに握手した

手は柔らかだった。

私の部員生活は昭和36～40年b39年の

東京オリンピックでは係員として手伝い、′霜爾'、

体育会系の競技者にとって最高の舞台を肌

で感じる体験をし、競技生活にピリオドを

打つことができた。

東京オリンピックは、早田、渋谷両先輩

と遠藤先生を送り出した日大体操部でした。

今回の記念祝賀会がオリンピックの年に

行われたということは、われわれ世代にと

って、オリンピックの年に良い思い出の巡

り合わせが多いということもあり楽しみに

待っていました。
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体操部の記念祝賀会を終えて、次の桜樹

会50周年を思うと楽しみになってきますb

今度は誰が出て来るのだろう、みんな元気

にしているだろうかと・・・。

ところで私は、部員は競技者として技術

を身につけ、その技術を後輩に伝え指導す

ることを喜びとする人と、部の生活を通し

て人としての生き方や考え方、人間関係を

教育として受け入れ体操とは無縁の経済社

会に出て行く人とに分けられると思いますb

‘凧私は後者であると思っていますbその目
から見て、会報と桜樹会に提案しますb

現在の会報は、競技会報告をはじめ競技

者向け、指導者向けの編集が主となってい

るように感じます。編集に携わっている

方々のご苦労も察せられますが、もう一工

夫していただいて、後者向けの内容も取り

入れていただければと思います6

例えば、ブロック幹事の行事報告とか、

地方転勤したときの地区組織の対応、地区

の親睦会の奨励などを積極的に取り上げて

ください。また、年に一度ぐらいは役員と

地方会員の懇談会を開いてはどうでしょう。

地方の時代といわれる昨今、単なる親睦

鐸会ではなく、社会の荒波の中で生きている
会員が、学生時代の心意気をいつまでも失

わず輝いていけるような会としたいもので

すbまたそれを支援する組織を育てていき

ましょう。

試合会場で、「コンチワ」と声を掛け合え

るように「桜樹会バッジ」でも作ってくだ

さい。競技を楽しむよりも懐かしむ歳にな

りました｡体操部のますますの活躍を祈り、

桜樹会50周年に参加することを目標にが

んばります6九州博多より

そしてゾロゾロニ次会へ

7期海谷美代子

創部50周年記念式典に参列して、来賓

の挨拶を聞いているとき、ふと、日大体操

部が同好会として誕生した頃、私も中学1

年生で体操部に入部し、それまではお転婆

娘で跳んだり跳ねたりばかりして親に叱ら

れていたのが、公然とそれを練習して良い
はま

ことになり、まさに水を得た魚のごとく骸

ってしまい、高校・大学と体操を続け、今

日の50周年の記念の1ページに存在して

いたと思うと込み上げてくるものがありま

した。

私たち7期は、5年前に〕罰替祝いで1度

集まっていましたので、再会を楽しみに出

席しました。岩津、岡本、苅込、佐藤、砂

野、高田、前田、大島（敬称略)、海谷の9

名と、5年前は音信不通であった諸岡さん

を迎えて10名が出席しました。

この祝賀会に参列しての感想は、諸岡さ

んに書いてもらおうと依頼したのですが、

仕事が忙しいという理由で断られてしまい

止む無く私がペンを取りました。

私は50周年記念行事の実行委員でもあ

り､準備の段階から関わってきましたので、

とにかく出来るだけ多くの出席者を得て、

盛大に式典を挙げられれば（これは菊地会

長が実行委員長として会議のたびに強調し、

念じておられましたので）という思いで当

日を迎えました。

まず大勢の出席者に驚きました。卒業以

来30～40年振りという先輩・後輩と再会

し、初めはちょっと戸惑いながら“見覚え

あるけど誰だつけ？',としばし晩めっこ、
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そんな盛り上がり状態で散会し、今度は

サンルートホテル泊まり組が場所を替えて

三次会となりました。そこでは5～6人向

かい合わせの席ですぐ上の先輩と同席でし

たので、学生時代の思い出話をたっぷりと

することができました。当時すぐ上の先輩

は男子だけで、その男子先輩の教育、賎が

とても厳しく大いに反抗した記‘億が蘇えり、

「先輩、怖かったですよ！」と当時の感‘情

になり、酒の力も借りて勢いよく言っては

みたものの､今はすべてが‘壊かしぐ、40年′周MMm'’1
を経て再会した先輩たちとまたこうして話

が出来る嬉しさに胸が熱くなる思いでした。

日大体操部に入れてもらって良かったな、

桜樹会に入って良かったな、幹事を続けて

きて良かったな、としみじみ感じた夜でも

ありました。

私たち7期のメンバーも2年前に一人欠

け、現在病気と付き合いながら出席してく

れたメンバーもいて、年齢的にもれっきと

した前期高齢者ですもこれからも体操部、

桜樹会の集いには出来るだけ顔を出してお

互いの無事を確かめ合いながら、齢を重ね

ても元気に先輩・後輩と今夜のような宴に
’鰯慰､，、

同席していたいとつくづく,思いました。

－10－
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いや見つめ合い“アシ○○さん、△△ちや

ん'，抱擁、握手・・・。これは私だけでは

なく、受付フロア付近のあちこちで見受け

られる光景でした。

この後の式典、祝賀会の感想は、同期の

岡本さんにお任せして、私は二次会からの

ことについて書いてみたいと思いますb

二次会は1期から何期まで居たのか定か

ではありませんが､70名近くの人たちが新

宿の栄寿司第2号店（ここは例年桜樹会有

志による新年会が行われている店です）に

集まりました。日大会館からそれぞ>れの期

ごとにこの寿司店に向かって来たのですが、

途中、電車の中で一緒になり、思わず私は

添乗員の気分になり、ハンカチを振って引

率してしまいました。予定では1期から7

期が合同で二次会をやりましょうというこ

とでしたが、行ってみると栄寿司の3階の

会場はすでに満席状態でした。

日大会館で｢じやあまたね！元気でね！」

と別れてきた後輩も着席していて、「あれ

っ！またってここだったの？」と笑ってし

まいました。ギューギュー詰めのゴチャゴ

チャ状態で会話が飛び交い、それはそれは

楽しい二次会になりました。ゴチヤゴチヤ

になっても、世代が入り混じっても、日大

体操部で学生時代を過ごしたという共通項

があるから話題は尽きず、栄寿司の3階が

パンクするのではと心配になるほど盛り上

がりました。

私自身、今振り返ってみても誰と何を話

したのかまったく覚えていませんが、誰か

の頭を叩いたような、誰かとホッペをくっ

つけたような、誰かと握手をしたような、

そんな思いだけが頭を過ぎります6



50年後の戦略を！

9期今村悟

1811年､ヤーンがベルリンのハーデンハイ

デに体操場を開設して体操が近代的な器械体

操の体裁を整え、第1回近代オリンピックが

アテネで開催された時から体操競技は正式

種目として採用され、第29回北京オリンピ

ックの今日まで、オリンピックの花形種目と

して世界の人々を感動させ進化してきた。体

,鯉119’‘操誕生から200年､体操は今後も進化し続け

るであろうし、今後どのような名選手が出て

くるか楽しみな部分がありますも

このような歴史ある体操競技が日本に根付

き、世界の体操をリードし続ける日本にあっ

て、多くのメダリストや名選手を輩出したわ

が日本大学体操部が、創部50周年を迎えた

ことは大変な誇りでありますも

その体操部創部50周年記念式典が、3月

15日､東京の日本大学本部で盛大に行われま

した。

先生方や先輩、後輩、'陵かしい顔や、初め

て見る方等々、体操場でタンマのにおいと汗

にまみれ、練習に明け暮れた青春が見事に脳

蕊羅M1尉裏をよこぎり、連帯感やなつかしさはもちろ
ん、鮮明な記憶がよみがえった瞬間でもあり

ますb大学生活4年間を体操に明け暮れた人

達との再会は、青春時代の体操場は人生にお

いてもっとも充実したひと時であり、人生の

縮図でもあり、もっとも輝いていた青春でも

ありますb今日の自分の原点がここにあると

感じた方も多かったのではないでしょうか。

全国各地から266名にもおよぶOBが参加

したということは、OB会が強い紳で結ばれ

ている証拠でもあります6

このようなすばらしい体操部とOB会が

今後どのようにあるべきでしょうか。

体操競技が様変わりした現在、少子化の影

響や体操人口の減少、器具の高騰等問題が山

積していますbこのような難しい局面を迎え

ている今日の状況を、将来どのようにして打

開していくのか、次の50年を見据えて私は

次のことを提案する次第ですも

○桜樹会内に将来構想委員会を立ち上げ、

部会等を設置し、長い時間をかけた議論を

していく必要がある。

①現役とOB会のあり方について

②現役選手･OB会合同部会を設ける。

（現役選手の‘悩みや希望を聞く場）

③現役選手サポート制度の導入（他学

部の学生や教員、OB会有志等）

プロジェクトチームを立ち上げ､OG・OG

と現役学生のあり方、OB会はどのような会

であえるべきか等、システムの構築と、日本

大学全体の学部や知能を結集していく必要が

あると感じますb

世界は日々変化していますbグローバル化

の流れの中で、世界を見据えた選手の養成や

戦略が求められると感じ､提案した次第ですも

すばらしいOB会や体操をこよなく愛する

人々がますます発展することを願っていますも

今回の記念式典は、大成功裏に終えること

ができました。桜樹会菊地君男会長をはじめ

とする役員の皆様に最大限のお礼を申し上げ、

次回の再会が近いことを祈ります6
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もう一つの祝賀会

-11期“還暦を祝う集い'，

11期原弘吉

体操部創部50周年祝賀会の前夜、体操

部11期は東京ドームで"還暦を祝う集い'，

を開催した。卒業してから4回目となる同

期の会は、有元（旧姓伊原）幹事の「どう

せやるなら泊まりでやりましょうよ」のひ

と声で東京ドームでの宿泊開催となった。

今まで後ろを振り返ることなくガムシャ

ラに突き進んできた我々も、人生の折り返

し地点を過ぎて前方に目をやると、あの体

操場で共に汗を流している仲間に会えるか

もしれない。忘れかけていた自分に会える

かもしれない｡そんな想いで､全国から13

名が集まってくれた。

開宴の前に、山本から「宇野が臓臓ガン

と闘っている」と伝えられる（残念ながら

3日後の3月17日に他界)。宇野は3年前

の同期会にも参加できず、今回を楽しみに

していただけに残念でならない。2年前の

山田隆士の言卜報(7月20日）にも「早すぎ

る」と涙していた宇野が思い出される。

しんみりとしたスタートとなったが、椎

野校長が「遅れてゴメーン、定年前に裁判

を抱えていてさ・・・ターイヘン」の挨拶

で場は和み､参加者の近況報告が始まった。

北海道から来た舟山は体操教室（NPO）

を立ち上げ子供達の育成に努めているとの

ことだが、職業病の腰痛が辛そうだも秋田

からは閏||校長（旧姓川口）が定年を間近

に控えての忙しい中を駆けつけてくれた。

我々の学生時代は秋田県人が圧倒的に多く、

秋田弁が体操部の標準語となっていたが、

閏||も相変わらず流暢な標準語で語りかけ

てくれた。

福島からも定年を控えている松田が参加、

長年指導してきた団体徒手から、やっと開

放されての安堵の様子が伝わってくる。仙

台の梅本（旧姓仁木）は、遠藤先生の古希

のお祝いにと自作の“掛け軸，，を持って日

帰りで参加してくれた。療養中の遠藤先生

も喜んでいただけそうだ（翌日、幸一君へ

お渡しする)。

21:30宴会場を後にして､東京ドーム内、

のレストランへ二次会の席を移す｡そこへ、

白髪を載せた柔和な笑顔の“鋪灸師大原,，

が駆けつけてくれた。改めて乾杯をし、‘慌

ただしく三次会の席をドームホテルへ移す。

大原は舟山の腰痛治療をしてから終電車に

飛び乗る。「大原アリガトウ！」。“愛媛から

参加の三木'，と“既に退職して悠々自適の

大塚"は早々にベッドへ､他の8名(里中、

有元、山本､綱島、松田、閏||、舟山、原）

は幹事部屋で38年前にタイムスリッフ：

話題の提供者は、やはり山本好隆。懐かし

い体育館、合宿所、寮、共に汗した先輩・

後輩、そして若かりし頃の自分とも出会え

た｡堂々 巡りの話も､そろそろ終宴に近付へ
いたようだ、幹事から「明日のザリが早い

から寝よう｣との締めの言葉で部屋に散る。

すでに2時を回っていた。

翌朝､電話の音で起こされる｡思わず｢ザ

リか？｣、受話器を取ると三木から「築地へ

寿司を食いにイクベー｣のお誘い｡山本｢13

時までルームチャージしておくから御前達

で行って来い｣、綱島･原と再びベッドへも

ぐり込むb5名（舟山、大塚､松田、閏||、

三木)はタクシーで築地へ向かったようだ6
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有元、里中の女性陣は早朝にチェックア

ウトしていた。たわし､の無い話に、最後ま

で付き合ってくれてありがとう。

11：00頃､流石に腹が減って来た。窓か

ら外を見下ろすと野外ステージではスタン

トマンがリハーサルをやっている。昨夜の

土砂降りで空気が澄み切っている｡3人(山

本・綱島・原）はホテルレストランでラン

チタイム。築地へ行ったグループは13時

を回って、ようやく戻ってきた。道産子の

/鰯凧舟山が｢やっぱり、築地の寿司は旨いわ！」
とエラく感動していた。

さて、原「夜の祝賀会までどうする？｣。

松田「ここまで来たら、場外馬券場ダベ

～！」、舟山「大塚1寄席でも行くか｣、三

木「俺は久しぶりに家族の元へ帰るわ！」、

山本｢綱島1ラクアの岩盤浴さ行くか～？｣、

綱島「アーア！」・・・相変わらず身勝手な

奴が多い､なのにイザとなれば妙に纏まる。

幹事｢11期の同期会は､これで最後だゾー｣。

松田「ダメだ－､今度福島でヤルベー｣。ど

うやら、幹事を降りられそうだb

こうして、もう一つの祝賀会“還暦を祝

う集い''は終わった。
綱緬

唖:3月20日､山本･塚田･斉藤･原の
4名は、宇野に別れを告げたく、東京駅6時

12分の新幹線に飛び乗り、山形に向かった。

火葬場で宇野との再会を果たすが、余りにも

痩せ細った形相に言葉が出ない。奥様（旧姓

柴田、同期）は約2ヶ月間、ただただ現実と

向き合って看病されたとのことで、辛いと感

じる余裕すら無かった様だb宇野が真っ赤な

炎に包まれるのを見届けて火葬場を後にした。

寮一期生（佐藤吾一）の“チョット亭（そば

屋)”で献杯をし、再び東京へ向かった。

11期は山田寿美（平成13年11月27日逝

去)、山田隆士（平成18年7月20日逝去）

に次いで3人目の仲間を失うことになった。

改めてお三方のご¥冥福をお祈りしますも
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体操部創部50周年記念行事に参加して

一感謝一

29期水島宏一

現在、私は東京学芸大学で体操部の指導

をしていますも体操部といっても日本大学

のような大所帯ではなく、男女合わせて4

人の小さな部ですもこのような小さな部を

指導しているせいなのか、体操部創設50

周年記念行事に出席したときには、出席者

の多さ、そして､50年間も活動をし続けて

いることのすごさを感じました。特に50

年の間に東インカレ、全日本インカレ、全

日本選手権大会、ユニバーシアード大会、

アジア大会、世界選手権大会、オリンピッ

ク大会と国内外問わず、日本大学の選手が

活躍し続けていることに偉大さを感じまし

た。

しかし、私が学生だったときには、正直

このような偉大な部に所属していることの

認識はありませんでした｡それもそのはず、

学生の時には授業に出て、自分の好きな体

操競技の練習をするだけで、部の運営など

何も考えていませんでしたから｡それでも、

4年生の時には主将という部の長を務め、

部員をまとめることをしてきましたが、基

本的に合宿所の生活や練習といった部の運

営の一部に関係する仕事だけで、部全体の

運営に関係することには関わっていません

でしたから。これは、学生なので当然のこ

とですが・・・

そこで、何が私に日本大学体操部の組織

の偉大さを感じさせたのか考えてみました。

その結果、次の2つが考えられました。ひ

とつは、客観的に外側から日本大学体操部

を見ることができたこと。これは、同じ組

織の中にいると、外から見てすばらしいこ

とであっても、その組織の中にいると当た

り前のことになってしまうこと。つまり、

すごいことでも、そのすごさに気付かなく

なってしまう。もうひとつは、現在、大学

という大組織の中で、部という小組織を運

営する側に立ち、運営することの難しさを

知ったことですbこれは、組織というもの

は、それぞれに役割があり、その役割を果

たせないと組織の歯車がうまくかみ合わな’螺M爾職I
くなってしまい、スムーズに運営できなく

なってしまいますbそこで経営者側は、組

織が円滑に動くように、組織に関わる人を

適材適所に就かせるわけですbこれらのこ

とを私は、日本大学体操部に所属した4年

間で知らないうちに学び、現在の職場で何

気なく仕事をしているということをこの会

に出席して気付きました。

一言で体操部創部50周年と言いますが、

50年間も活動を続けるためには､体操部を

経営する側と、現場で選手を指導する側と

の相互の関係がうまくいっているからこそ

できることだと思っていますb部を経営す

る側の顧問､部長､監督そしてｺーﾁ｡まf耐1,,,
た、部をバックアップしてくださる桜樹会

のみなさまの姿を見て学んできたことです。

これからも60周年､70周年…100周年を

迎えることができることを期待しています6

■■
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50周年記念式典･祝賀会に至るまで

必期佐藤佑介

いくつもの談笑が重なる会場は、人で溢

れているにもかかわらず、その喜色からも

皆が居心地の良さを感じていることが伝わ

ってくる。

そもそも、この会のためのプロジェクト

が始まったのは､1年以上前のことである。

当初の不安は、会への参加者が集まるかど

’綱1,1,,うかであった。したがって、いかにして体

操部卒業生に対して会への参加を呼びかけ

るかが、必然的に課題となった。その課題

を解決するために、卒業期ごとに幹事を決

定し、その幹事から同期へ参加を呼びかけ

るという方法がとられた｡地道ではあるが、

最も確実な方法である。その効果は次第に

表れた。会のための最後の会議では、推定

参加者数が200名を超えることが報告され

た。その後も参加予定者は増加し、最終的

には推定参加者数が350名を超え､会場に

参加者が入りきるだろうかといった嬉しい

問題も生じた。

会場で桜樹会関係者が談話する様子を見

織､､，ると、実行委員会の当初の心配は、杷憂で
あった気もする。もちろん、菊地会長をは

じめ、実行委員会、幹事の努力が実を結ん

だことは疑いようもない。桜樹会関係者皆

が、日本大学体操部に対する、無償の祝意

で満ちていたのだろう。

参加者のそれだけの気持ちを酌むために

も、準備段階に余念があってはいけなかっ

た。実行委員それぞれが、自分に与えられ

た作業をこなしたことはいうまでもない。

開催の半年ほど前、式次第の作成作業に

入った。この時点での問題は2点。1点目

は、どういった内容を式次第に載せるか、

2点目は、その内容に関するデータを、ど

のように調べるかであった。

1点目は、菊地会長、遠藤総務のアドバ

イスのもと、「50周年の歩み」I歴代部長、

副部長、監督、コーチ」「歴代主将、総務」

「体操部の成績」に決定した。

問題は2点目であった。ある程度の資料

により、だいたいの事項を調べ上げること

はできた。手古摺ったのは、「歴代主将､総

務」および「50周年の歩み」である。

私が体操部に入部し､現在に至るまでは、

たかだか10年弱である。50周年の重みは

感じながらも、その内容を記述するには知

識が少なすぎた。

途方にくれていた時、ある一筋の光明が

差した。それが、先輩方が残した「25周年

記念誌」をはじめとする、桜樹会会報であ

る。

先輩方が文字として残した、まさに50

周年の軌跡をなぞることで、次第は完成さ

せることができた｡桜樹会会報がなければ、

確実に今回の次第を完成させることはでき

なかった。それだけに、会報を発刊し始め

た、先輩方に感謝の気持ちを持っていなけ

ればいけないと、式次第の作成を通して強

く感じた。これからも会報を通して、体操

部の軌跡を印していくことは、日本大学体

操部にとって財産となるだろう。

受付を通り抜け、会場へと入ると、40期

台の卒業生が祝杯を酌み交わしていた。見

‘慣れた彼らは、「N」のマークを胸につけ演

技していたあの頃と、少しも変わらずに体

操談義に花を咲かせていた。
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【記念行事式次第縮小版】

農代休鯛雛・鯛長・鮒・コーチ
体操部部長
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いざ頚えん大学日本

いざ歌わんわれらが理想

I､癒聴I
期日

平成20年3月15日（土）

会場

日本大学会館煽堂

光を見よや

唯舞唾麺0》働凝会体擦錘鈍-で受a

O牧鈴嘩麺q〕日本次車体官白樺a毎と$死最睡
ｲﾝｶ煙⑪昌子■体錘でI毎貝嘱

1輔q《屯極り》量冨車座旬且■碩箇Rmp狗子

ローマホルピツク代屡

1唖08ね、阜宙中奥蛋毎;■戴末*0》多■

ｲﾝｶﾚﾛ0人■倉■■《B虹呂とって初夕介ル硬毎》

B蝿､$噂輔WBおた芋毎ご●■壷

$蝿4唾鞄脚J達■隼n.早ana量巷唾昌本村)多■

直立ｵﾘﾝゼｯｸ汽量

《ﾛロ律官鷺律■■畝立窟ｵﾘ牽ﾌｸ⑩色己つ己生F

D9qB3砲…8》女子イン趣極体⑨■■

I鉛B唾”』）速轟＄■･卓国威室哉嘗画塑な村1多■

〆キ歩コヰoルピワク代垣

Iﾜ減噂騨刃父母<■虹､風Qj■且､君本I■量値々本)■子

君ﾕﾝﾍﾝｫﾘ呂土給飼t■

1m⑱ね、男手ｲﾝﾂ1噸体鯨優■

岬4畑、“》目予ｲﾝﾘｬ哩里や垂字

I”(毎垂到易子ｲﾝ拘空隼､写寧

1輪b唾朝日l》轡融雪日.蚤十■久人

山輯働百.拝聴【ご璽曾外J■員

モントリオールｵqルピヶク代昼

0，咽画愛》田子ｲﾝｶ嘘俸廻日の低■

I”o《竃種舞》■子ﾝｶ噸律.麺■富段目⑳■燐

09郵巴和ヨヲ》■幽座田.幽毎⑤二

毛スクウホノ割当ﾜｸ代負

1~嘩転の唾⑥二早亀ご頃今日鱈哩全

ロサンゼルス冴可ﾝtfﾂｸfta

I輔4超"》頁手ｲﾝｶ蝿俸電回③aB

1qm宛⑩“■子ｲﾝｶ”体.垣■で画日｡■勘

0党B四画）■子ｲｼｶLa体画■預唾Bの佼昏

＊■里一・α■■鉛,画月去画《軍学竃喰1

ソウ津オッズfヴク代嚢

1句知【亭喚鋤男手イ:狗四建麺B●債■

員子公B本屋草唾田側橿■■

&御2坪擁4J麺$な.個色分込律＊丘行.毎m$大■

バルセ画け司りシピヶク代a

Op輔《亭重的他■■諭.■■(画簸■本j■｛■創立千寓校〕

ア隈醜クタホルtf拘代厘

陶ｱ岬喧鯨男子命日本■手掴n体､趣、の■衝

2町X亭盛、■負劇費シ9迄一がﾉﾝビ”代塵

全日本週手槍大会男子団体鍵合優蟻2圏

全日本学生遷手樋大会男子団体総合匿賎9囲

全日本学生遍手橡大会女子団体鱈合優腰1回

東日本学生遭手権大会男子団体錘合優鴎7回

日本大学儀健体育審愚帥鯛

日本大学桜樹会

麗倉式奥次第

司会：幅“

一 、 関 式 の静鯛会会＆“”

－，蝋““§”“

－，細搬“･郡呂
小削”

”理＄・“””局長
田中蔓轡

一、鮒棚皇屋代”･屋代置倒・
オリンピック躯鳳稚幽輔

一、鋤品愚塁

一、駁の静鵡鋼銀皿同人

鯛50周年の歩み 歴代主将･総務
一

年屋室狗垂屋■負倣年度津■貫逼
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鍛鯛

j蕊卿、

一、開式の辞

一､式辞

一､来賓祝辞

一、感謝状贈呈

一、記念品贈呈

－、閉式の辞

－、開会の辞

一､鏡開き

一､乾杯

一､部員紹介

一､校歌斉唱

一、閉会の辞

記念式典次第
司会：小栗郁郎

桜樹会会長菊地君男

体操部 部長早田卓次

総長・理事長小嶋勝衛

常務理事・保健体育事務局長

田中英書

歴代部長・歴代監督

オリンピック等国際大会出場者

桜樹会 副会長鶴見興人

祝賀会次第

司会：小栗郁郎

桜樹会副会長高田信興

ご来賓代表

桜樹会名誉会長石井征也

～ご歓談～

体操部 監督梶山広司

～ご歓談～

記念行事実行委員会代表

遠藤幸一

（略敬称）
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年度

1956(昭和31）

1957(昭和32）

1960(昭和35）

1962(昭和37）

1963(昭和38）

1964(昭和39）

1966(昭和41）

1968(昭和43）

1972(昭和47）

1973(昭和48）

1974(昭和49）

1975(昭和50）

1976(昭和51）

1977(昭和52）

1979(昭和54）

1980(昭和55）

1984(昭和59）

1986(昭和61）

1987(昭和62）

1988(昭和63）

1990(平成2）

1992(平成4）

1996(平成8）

1997(平成9）

2000(平成12）

創部5o周年の歩み

体操部関連

同好会体操部として発足

日本大学体育会体操部として承認

インカレ2部男子団体2位で1部昇格

遠藤幸雄,曽我部(現姓門脇)和子ローマオリンピック代表

早田卓次,渋谷(現姓木村)多喜

インカレ個人総合優勝(日大にとって初タイトル獲得）

日本大学桜樹会創立

遠藤幸雄,早田卓次,渋谷(現姓木村)多喜東京オリンピック代表

(第2体育館体操場が東京オリンピックの練習会場に）

女子インカレ団体初優勝

遠藤幸雄,早田卓次,渋谷(現姓木村)多喜メキシコオリンピック代表

矢部(現姓山崎)信恵,宮本(現姓佐々木)敏子ミュンヘンオリンピック代表

男子インカレ団体初優勝

男子インカレ団体2連覇

男子インカレ団体3連覇

梶山広司,五十嵐久人,山崎信恵,林田(現姓錦井)房美

モントリオールオリンピック代表

男子インカレ団体,4度目の優勝

男子インカレ団体,5度目の優勝

梶山広司，山脇恭二モスクワオリンピック代表

山脇恭二,平田倫敏,小野田博之ロサンゼルスオリンピック代表

男子インカレ団体,6度目の優勝

男子インカレ団体,2連覇で7度目の優勝

男子インカレ団体,3連覇で8度目の優勝

水島宏一,佐藤寿治,西川大輔(清風高校）ソウルオリンピック代表

男子インカレ団体,9度目の優勝

男子全日本選手権団体初優勝

知念孝,佐藤寿治,松永政行,西川大輔バルセロナオリンピック代表

佐藤寿治,関根(現姓鈴木)彩(藤村女子高校）アトランタオリンピック代表

男子全日本選手権団体,2度目の優勝

岩井則賢シドニーオリンピック代表

－18－
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歴代体操部部長・副部長・監督・コーチ

体操部部長

〉仙聯、

1957年～1962年

1963年～1969年

1970年～1981年

1982年～1995年

1996年～1999年

2000年～現在

代
代
代
代
代
代

初
一
一
三
四
五
六

葉
野
田
脇
藤
田

秋
平
漬
門
遠
早

郎太
三
一
男
雄
次

安
平
靖
春
幸
卓

門脇和子

遠藤幸雄

早田卓次

木村多喜

五十嵐久人

上野剛

海谷美代子

梶山広司

西川大輔

長津郁子

山口悠樹

日 向 小 百 合

内田友幸

{綴凧
体操部副部長

蝉
蝉
降
畔
嘩
畔
輝
蝉
在
在
輝
在
在

６
６
８
０
７
７
７
９
Ｏ

ｐ
ｐ
ｐ
刈
り
⑲
り
り
現
現
加
現
現

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

８
９
３
３
４
６
６
６
０
２
６
６
７

５
５
６
６
７
７
７
７
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

代
代

初
二

渡辺馨

前野正夫

2000年～2004年

2005年～現在
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体操部監督

体操部コーチ

代
代
代
代

初
二
三
四

門脇春男

遠藤幸雄

早田卓次

梶山広司

1956年～1969年

1970年～1981年

1982年～1999年

2000年～現在



歴代主将 総務■

1983

1982

1981

年 度主将総務部員数

”
弱
館
印
田
田
“
帥
帥
釦
剥
弼
匁
幻
拓
弧
組
“
幻
銘
別
別
招
蛎

子
也
郎
由
き
絵
江

み
治
子
明
到
矢
秀
芙
奈
広
ず
介
恵
英
奈
一
子
合
次
衣
朗
枝

宏
酷
撤
研
群
器
訓
馳
帥
瞬
徹
膜
剛
鋤
昨
騨
剛
刷
豊
蔀
功
鯉
柵
帥
靖
敦
弘
割
一
亜
康
千
誠
里
玲
み
俊
彩
育
加
幸
鮎
昇
百
良
麻
一
春

塚
中
川
藤
沢
藤
藤
野
原
藤
藤
野
多
林
本
尾
田
本
根
屋
根
瀬
本
田
藤
藤
沼
路
間
木
田
野
崎
野
西
藤
村
根
谷
本
渡
野
藤
永
島
井
圭
橋

１
．

大
山
吉
佐
星
佐
加
古
松
近
佐
中
喜
小
山
橋
岩
宮
宮
士
関
中
杉
藤
後
加
小
中
秦
鈴
鎌
山
潰
井
葛
雷
野
利
松
山
石
小
伊
松
福
新
関
佐

子
美
子
子

恭
格
利
奈
幸
幸
宏
正
隆
容
真
郁
寿
睦
盛
千
大
美
宏
真
樹
智
重
雅
策
代
正
弥
拓
弘
将
美
勇
彩
光
細
醐
峰
粧
雪
誰
解
顕
職
匪
淵
肺
鯉

司
子
夫
美
一
子
一
美
子
子
治
美
勝
絵
輔
智
正
由
子
光
恵
明
生
也
未
人
鈴
騎

代
崎
田
藤
川
部
島
田
林
本
村
達
藤
田
田
田
川
東
田
田
秀
水
木
崎
弘
雅
林
智
本
関
本
見
橋
根
村
上
市
向
村
北
村
井
嶋
田
峯
藤
中
石

千
岡
島
伊
石
阿
水
平
小
辻
田
長
佐
増
竹
須
西
伊
増
太
林
清
今
美
林
角
小
越
岸
小
平
浅
高
関
木
井
古
日
芳
山
笹
錦
飯
村
西
後
田
立

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

兜
兜
兜
兜
兜
兇
的
卵
的
的
的
”
”
妙
釣
卵
帥
帥
帥
卯
帥
帥
卯
㈹

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

1980

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1964

1965

9

石井征也稲橋恒行29

石井征也稲橋恒行34

石井征也稲橋恒行46

平川文雄古市和也64

辻健一阪本尚68

早田卓次菊地君男85

山中勝男志賀正昌84

真島孝鎧鶴見興人77

藤田一砂野泰男98

橋口泰武安田和明l32
宮崎節子

朝倉徳雄籾山芳雄l46
佐久間寛美

琴星雲望謡冨華！‘‘
山 本 好 隆 伊 谷 正 一

仁木文子岡田美恵子l59
佐藤均辻岡寛

稲谷清子斎藤章子70

罰量苗講幸隻，：
五十嵐久人外山宜男，0s
河内余志子

隻憲言恵篭幾12‘

蕊量圭乗套肇12‘

雪圭騨譜謬醐

淵罫子慈蕊子121

漂雲子害墓姦朋

霊隻手雲霞筋
山脇恭二高見等

西沢直里子三本松純子70
国井信行岡島耕一

高橋亜子渡辺幸子53

諾鶏喜雲灘子銘

輔霧菓宣蕊訓
小野田博之大塚宏

田中千春猪野木明美51

“認
1966

1967

1968

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

/毎W燕繍賦
1976

1977

1978

1979
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記念行事配付資料

オリンピック･世界選手権･ユニバーシアード出場者

卒業期 氏名 出場大会名

3 辻健一 1961ユニバーシアード(ソフイア）

早田卓次
1963ユニバーシアード(ポートアレグレ)･1964東京オリンピック

1968メキシコオリンビック･1970世界選手権(リユブリアナ）

4 1962世界選手権(プラハ)･1964東京オリンピック

渋谷多喜(現姓木村） 1965ユニバーシアード(ブダペスト)･1966世界選手権(ドルトムント）

1968ﾒキシコオリンピック

8 山上恵子(現姓松岡） 1967ユニバーシアード(東京）

11 原弘吉 1970ユニバーシアード(トリノ）

12 稲谷清子(現姓田中） 1970ユニバーシアード(トリノ）

14 五十嵐久人 1976モントリオールオリンピツク

15 矢部信恵(現姓山崎）
1972ミユンヘンオリンピック･1973ユニバーシアード(モスクワ）

1974世界選手権(バルナ)･1976モントリオールオリンピツク

{綴凧 16

錦井利臣

林田房美(現姓錦井）

1973ユニバーシアード(モスクワ)･1979世界選手権(フオートワース）

1973ユニバーシアード(モスクワ)･1974世界選手権(バルナ）

1976モントリオールオリンピック

1973ユニバーシアード(モスクワ)･1974世界選手権(バルナ）

17
梶山広司

1976モントリオールオリンピツク･1977ユニバーシアード(ソフイア）

1978世界選手権(ストラスブール)･1979世界選手権(フオートワース）

1980モスクワオリンピツク日本代表

宮本敏子(現姓佐々木） 1972ミユンヘンオリンピツク

19
金居俊郎

松本俊一

1981世界選手権(モスクワ）

1977ユニバーシアード(ソフィア）

平田倫敏 1983世界選手権(ブダペスト)･1984ロサンゼルスオリンピツク

21
山脇恭二

1979ユニバーシアード(メキシコ)･1981世界選手権(モスクワ）

1981ユニバーシアード(ブカレスト)･1984口サンゼルスオリンピック

1985世界選手権(モントリオール)･1980モスクワオリンピツク日本代表

23
峯田孝幸

早瀬幸博

1983ユニバーシアード(エドモントン）

1987世界選手権(ロッテルダム）

25

小野田博之

渡辺光昭

1983世界選手権(ブダペスト)･1983ユニバーシアード(エドモントン）

1984口サンゼルスオリンピック

1983世界選手権(ブダペスト)･1985ユニバーシアード(神戸）

1985世界選手権(モントリオール）

26 岡崎格子(現姓小内） 1979世界選手権(フオートワース)(当時国学院高校）

29 水島宏一
1987ユニバーシアード(ザグレフ)･1987世界選手権(ロッテルダム）

1988ソウルオリンビック

,聯､1,1,
30 知念孝 1991世界選手権(インディアナポリス)･1992バルセロナオリンピツク

1988ソウルオリンビック･1989世界選手権(シュツットガルト）

32 佐藤寿治 1992バルセロナオリンピツク･1994世界選手権(ドルトムント）

1995世界選手権(鯖江)･1996アトランタオリンピツク

1989世界選手権(シュツットガルト)･1991ユニバーシアード(シェフィールド）

33 松永政行
1991世界選手権(インディアナポリス)･1992バルセロナオﾘンピツク

1993ユニバーシアード(バッファロー)･1994世界選手権(ドルトムント）

1995世界選手権(鯖江）

1988ソウルオリンビック(当時清風高校)･1989世界選手権(シュツットガルト）

1991ユニバーシアード(シェフィールド)･1991世界選手権(インディアナポリス）

34 西川大輔
1992世界選手権(パリ)･1992バルセロナオリンピツク

1993世界選手権(バーミンガム)･1993ユニバーシアード(バッファロー）

1994世界選手権(ブリスベン)･1994世界選手権(ドルトムント）

1995世界選手権(鯖江)･1997世界選手権(ローザンヌ）

35 増田宏正 1995ユニバーシアード(福岡)･1995世界選手権(鯖江）

36 岩井則賢 200oシドニーオリンピック･2001世界選手権(ゲント）

40 岸本拓也 1997世界選手権(ローザンヌ）

42 関根彩(現姓鈴木） 1996アトランタオリンピツク(当時藤村女子高校）

45 芳村裕生 2003ユニバーシアード(テグ）

4年生 田中和仁 2007ユニバーシアード(バンコク）
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来賓出席者一覧（41名）

小嶋勝衛総長・理事長

酒井健夫副総長・生物資源科学部長

田中英毒常務理事・保健体育事務局長

森山憲一理事

近藤正勝総合学生部長

三ツ井直紀保健体育事務局次長

斉藤政之保健体育事務局

小川登美夫保健体育事務局

田選大輔保健体育事務局

村中隆夫保健体育事務局OB

石津鵬恒男校友会事務局次長

島方洗一文理学部長

加藤直人文理学部次長

笹岡弘虎文理学部事務局長

中野栄人文理学部事務局次長

若松俊雄文理学部事務長

加藤史夫文理学部

椛沢聖子文理学部

北村辰夫文理学部

久保木優文理学部

吉本俊明文理学部

ご祝儀一覧（13名）

野田慶人芸術学部長

呉屋正盛校友会事務長

村上芳孝総合学生部

山本厚保健体育事務局OB

川井昂文理学部

野口智博文理学部

遠藤幸雄桜樹会顧問

－22－

高木長之助文理学部

土肥正晴生物資源科学部事務長

稲垣治之生物資源科学部

松橋明宏生物資源科学部

前野正夫体操部副部長

漬田靖一桜樹会顧問

門脇春男桜樹会顧問

勢能一男桜樹会顧問

井上由大自転車部

上野広治水泳部

梅下新介ボクシング部

落合栄司弓道部

加藤敬夫バレーボール部

小山裕三陸上競技部（代理）

重田勇夫ラグビー部

難波謙二重量挙部

萩原正芳ハンドボール部

見城忠昭バドミントン部

水内正孝ボート部

和田光司ゴルフ部

渡辺整市ヨット部

富山英明レスリング部

鈴木博野球部

早坂毅代司スキー部

安藤修テニス部

吹奏楽部

儀部忠通桜樹会会員

慮軸！
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会員出席者一覧

石井征也

平川文雄

堀田淳二

芳尾明

吉 川 晃

金子正史

春山文子

米田賢一

上野剛

小俣里知子

菊地君男

木村多喜

坂田安世

高田信興

高橋房雄

竹内勇

田 野哲

早田卓次

藤田幸男

儀部忠通

小栗郁郎

金子洋平

小松武雄

志賀正昌

中島元

波多野伸

山中勝男

梅崎捷也

鶴見興人

仲西盛光

真島孝祷

(266名）

岩 津 稔

岡本公子

海谷美代子

苅込和男

佐 藤 勲

砂野泰男

高田佳子

前田千賀志

諸岡嘉春

大嶋勇

川口亨

近藤盛一

橋口泰武

船木政明

山内悟

林昌幸

赤井和子

朝倉徳雄

伊藤寛美

井上靖

今村悟

常井晴道

籾山芳雄

安藤泰行

門脇隆

近藤明

菅野多賀子

松本恭子

森 昭 雄

渡部宣裕

大塚文夫

綱島路正

原弘吉

舟山忠広

松田明

三木和一郎

山本好隆

椎野芳挙

相原和明

菊地多美子

田中清子

小笠原祥子

岡本みどり

菅野秀俊

斎藤敬一

椎名昇

宮原久美子

塚田和茂

塚田千津代

徳永富夫

中谷秀明

山口次男

五十嵐久人

木村邦博

田中章二

外山宜男

森田博

青木昭文

中川和昭

佐藤久恵

住麿晃

谷田部光則
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山崎信恵

荒井友雄

猪瀬宗子

北村弘文

小玉幸子

椎名厚

志村久子

鈴木良之

寺元良人

錦井利臣

錦井房美

西野晴久

藤原和子

矢野龍治

大津卓也

岡崎恭児

岡田洋二

梶山広司

梶山節子

酒井情

佐々木敏子

松山禎一

黒崎淑行

小貫孝春

小貫恵津子

佐藤之俊

杉田智加子

高橋知子

平田芳和

松田洋

松田加津子

渡辺美弥子

境保則

松本俊一

松本真利子

杉沼誠

岩井高志

遠藤孝之

加藤真理

中村秀也

藤平裕二

平田倫敏

松永二郎

水島克己

矢木幹男

山脇恭二

山脇育子

国井信行

吉田清一

藤井幸信

森元潤一

猪野木明美

遠藤幸一

小野田博之

佐々木藤雄

高橋千春

田嶋しのぶ

堀久美子

渡辺光昭

岩崎朗子

大塚宏

川畑龍雄



小内格子

高橋有理

千代恭司

藤田昌代

東島百合子

八木宏克

西繁美

殿垣哲也

矢嶋利康

浮田聖子

野口愛子

大坂知恵

中根均

古野民世

小林小百合

水島宏一

山本新吾郎

小林 隆

士持修子

長谷川靖

水島さだ子

三川敦司

佐伯佳奈子

竹津千代

井本吉彦

川口雅志

金野東

佐藤徹

田淫千晶

長津郁子

遠藤慶

大塚孝幸

山田美穂

藤原由文

前野睦美

諸遊光代

川西美也子

川崎聖子

石井千絵

竹田盛勝

田中佳昭

豊田麻規子

岸田里華

宮崎真由美

松永政行

三富洋昭

竹中剛

君嶋孝之

佐伯崇嗣

中塚伸次

西川大輔

森泉貴博

田中栄一

増田宏正

宮根豊

清水智子

関根功

染谷忠勝

林秀樹

村山孝之

吉田義経

大江晴久

後藤靖治

佐藤弘典

秋田葉子

宮津一道

林弘策

青木佳彦

小沼弘明

葛西伸昭

河原史

小林正明

中路さほり

若山卓

岸本拓也

秦岡リー

門脇年宏

山野千芙由

石丸悠佳

鈴木彩

葛西玲広

木村光

津久井みずき

半藤京子

岡崎恵美

佐藤佑介

能勢龍二

野村俊介

日向小百合

田崎裕祐

松谷育英

松本陽奈

山北恵理子

芳村裕生

石渡幸一

笹村昌宏

田村元永

錦井智子

森光大

飯嶋顕

伊 藤 昇

笠木朔平

清水昭幸

巻島晃一郎

村田麻衣子

山口悠樹

内田友幸

福島良次

市角仁

後藤沙織

新井 麻 衣

匠訂正｜記念行事当日に配付しました『式次第』｢創部50周年の歩み｣の表中、
次の項が欠落していました。お詫びして訂正いたします。

1966(平成8）佐藤寿治，関根(現姓鈴木)彩(藤村女子高校）アトランタオリンピック代表
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寄付金ご協力者一覧（受付順255名）寄付金総額1,451,000円

村田麻衣子

田野哲

伊 藤勇

千葉本子

工藤昌二

梶山広司

安里順一

片岡卓也

秦剛一

山口悠樹

工藤道弘

小松 武 雄

室屋武子

宮川直人

西峯賢二

早田卓次

海谷美代子

大塚文夫

梶信昭

久保光正

松本俊一

春 山文子

菊 地君男

安 藤 泰 行

中谷秀明

鶴峰 亜 子

小坂井一弘

庄内総合体操部

金 子洋平

朝倉徳雄

加藤真理

椎 名 昇

小野田博之

森光大

小俣里知子

錦井利臣

藤原和子

柳 井実

錦井智子

三宅美雄

山崎忠男

塚田和茂

上野剛

木村多喜

小栗郁郎

長津郁子

西川大輔

伊藤訓子

砂野泰男

小貫孝春

近藤明

相原和明

中村幸子

平田倫敏

森元潤一

小柴守夫

井上靖

谷田部光則

志村久子

大津卓也

高田信興

真島孝礼

岩崎朗子

斉藤敬一

石井征也

小笠原光子

二岡真美子

佐藤誠

寺元良人

西巻洋一

松田洋

山本一晴

松本恭子

佐々木敏子

前田千賀志

小玉幸子

矢野龍治

足立鈴子

梅崎捷也

和田勝

赤井和子

原弘吉

中根 均

豊田麻規子

清水智子

金子正史

岩津稔

大嶋勇

山内‘悟

山本好隆

島崎康行

田中章二

岡田洋二
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宇 野 正 信

菅 野秀 俊

渡辺美弥子

金 居 俊 郎

高橋 有理

矢嶋利康

助信昌俊

芳村裕生

堀田 淳二

保坂弘一

浅 田 泰 男

望月敏正

山 脇 恭 二

渡辺 光昭

橋本博之

伊藤寛美

籾 山 芳 雄

水口始女

岡本みどり

原田一高

桜 井 一 男

佐藤寿治

三富洋昭

菅野多賀子

荒 井 友 雄

東係恭子

水島宏一

君鴫孝之

林弘策

市角仁

吉田義則

田中栄一

村 宮 弘 晃

菊地多美子

村上吉正

住麿晃

大 坂 知 恵

諸岡嘉春

境保則

佐古直美

高 波 司 雄

戸津滋

佐藤之俊

川畑龍雄

竹中剛

城崎大樹

鶴見興人

佐藤勲

垂石守

畑みちる

殿垣哲也

大塚孝幸

藤原由文

島 田利 夫

野口愛子

吉川晃

河島勝行

芳尾明

外 山 宜 男

猪瀬宗子

中村秀也

松永二郎



小内格子

石丸悠佳

堀田敏明

小野昌男

大和孝三

平田芳和

杉沼誠

田嶋しのぶ

今村悟

米田賢一

飯島好美

木村邦博

佐藤久恵

椎名厚

田村元永

黒津誠

志賀正昌

平野昌宏

柳沢聖子

佐伯佳奈子

鈴木良之

徳永哲人

平川文雄

西坂三枝子

佐藤徹

北尾雅代

小林正明

中川和昭一外

波多野伸

近藤盛一

黒崎淑行

天童毅

西繁美

宮根豊

橋口泰武

千野良一

舟山忠広

千代恭司

山本新吾郎

陰山誠

松山禎 一

内田友幸

高橋房雄

川口 亨

松田明

安藤 久実

寛山 秀 成

岡本 公 子

梅本文 子

竹 内勇

山崎 信 恵

三木和一郎

森泉貴 博

竹田盛勝

松井登美枝

森昭雄

西野晴久

高橋千春

遠藤慶

山中勝男
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森田博

山下敦

大塚宏

長 谷 川 靖

矢 木 幹 男

林昌幸

三 川 敦 司

五十嵐久人

山野千芙由

岸本 拓也

葛西伸昭

酒井清

猪野木明美

岡崎恭児

佐藤弘典

苅 込 和 男

吉田義経

藤田幸男

寺 元 良 人

遠 藤 孝 之

佐々木巌

杉田智加子

吉 田 清 一

遠藤幸一

佐々木藤雄

梅 田陽 子

小笠原祥子

宮原久美子

船木政明

小沼 弘明

松永政行

堀久美子

村山孝之

小林隆

藤 原 由 文

坂田安世

関根功

島田利夫

小笠原光子

池田 智美

杉
4ジ

●
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遠藤幸雄先生退職慰労会

ﾄ東京

日本大学桜樹会会長

日本大学桜樹会名誉会長

日本大学体操部部長

日本大学桜樹会副会長

菊地君男

石井征也

早田卓次

小俣里知子

日時平成19年4月21日

場所センチユリーハイアッ

式次第

開会 の辞日本大学桜樹

慰労のことば日本大学桜樹

祝辞日本大学 体操

記 念品贈呈日本大 学桜樹

花束贈呈

謝辞

乾杯日 本大学桜樹

(懇談）

祝辞日本大学 体操

祝辞日本大学桜樹

閉会の辞日本大 学桜樹

出席者一覧（100名）

日本大学桜樹会顧問

遠藤幸雄先生

勢能一男

勢能一男

石井征也

堀田淳二

芳尾明

吉川晃

上野剛

小俣里知子

菊地君男

木村多喜

高田信興

竹内勇

早田卓次

金子洋平

志賀正昌

山中勝男

鶴見興人

真島孝祷

岩津稔

岡本公子

海谷美代子

日本大学体操部監督

日本大学桜樹会会員有志

日本大学桜樹会副会長

梶山広司

高田信興

佐藤勲

橋口泰武

赤井和子

朝倉徳雄

伊藤寛美

井上靖

安藤泰行

近藤 明

高波司雄

菅野多賀子

松本恭子

森昭雄

綱島路正

原弘吉

舟山忠広

山本好隆

相原和明

朝倉康雄

岡本みどり

菅野秀俊

五十嵐久人

久保光正

外山宜男

山崎雅昭

山崎信恵

猪瀬宗子

柄沢康弘

北村弘文

小玉幸子

志村久子

鈴木良之

寺元良人

西巻洋一

矢野龍治

大津卓也

梶山広司

梶山節子

酒井情

佐々木敏子

西野良子
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内田民雄

佐藤之俊

境保則

塚越美和子

岩井高志

加藤真理

藤平裕二

藤井幸信

猪野木明美

遠藤幸一

小野田博之

田嶋しのぶ

小塚和子

大塚宏

川畑龍雄

小内格子

小林小百合

水島宏一

水島さだ子

長津郁子

佐藤寿治

君嶋孝之

西川大輔

森泉貴博

田中栄一

後藤靖治

秋田葉子

葛西玲広

佐藤佑介

日向小百合

田崎裕祐

森光大

飯 鴫 顕

巻島晃一郎

山口悠樹

田中和仁

関圭一朗

立石絵里

佐橋春枝

水島愛



記念品代ご協力者一覧

平川文雄

金子正史

工藤道弘

春山文子

佐 藤 誠

高橋房雄

田野哲

小栗郁郎

小松武雄

中島元

浅田泰男

仲西盛光

千葉本子

小笠原光子

和田 勝

伊藤勇

岩田‘惇

小柴守夫

近藤盛一

常木節子

平野昌宏

船木政明

山内‘悟

飯島好美

井上 博

門脇隆

千野良一

今西悦子

大塚文夫

工藤昌二

松田明

椎野芳挙

藤田純一

伊東恭一

梶信 昭

島崎康行

田中清子

前野冷子

松山もと子

山崎忠男

塚田和茂

徳永富夫

中谷秀明

中村栄喜

藤田力雄

青木文次

木村邦博

田中章二

森田博

林富久寿

谷田部光則

椎名厚

錦井利臣

錦井房美

西野晴久

藤原和子

中森勉

寛山秀成

久保田一行

小貫孝春

杉田智加子

平田芳和

松田洋

室屋武子

－28－

渡辺美弥子

山本一晴

金居俊郎

山田秀二

巻島久

松下‘悦子

松本俊一

垂石守

正木恭子

後藤こずえ

山崎常雄

柏谷錦一

西津員里子

針替信之

平田倫敏

松永二郎

水島克己

山下敦

山脇恭二

吉田清一

畑みちる

長谷部薫

峯田孝幸

清水克彦

森元潤一

大里武光

高橋千春

桜井一男

千代恭司

島田利夫

玉 内 幸 子

竹村里香

大坂知恵

井本吉彦

金野東

中山孝之

大塚孝幸

藤原由文

川西美也子

川崎聖子

石井千絵

豊田麻規子

宮崎真由美

竹中剛

柳沢聖子

中塚伸次

吉田義経

伊藤訓子

大江晴久

内中敦子

北尾雅代

林 弘 策

秦剛一

斎藤由美子

山野千芙由

石丸悠佳

錦井浩樹

松谷育英

山北恵理子

芳村裕生

錦井智子

伊藤昇

126名

'wMw;輪

〆:鰯､､畷、



平成相年度競技会成績

2007第40回世界体操競技選手権大会第2次選考会

兼第24回ユニバーシアード大会第2次選考会千葉･千葉ポートアリーナ4月28日～29日

男子

１
４
５
６
７
８

所属ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒1日目/2日目合計順位選手 名

1

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
５
０
５
５
０
５
０
５
０
５
０
０
５
０

６
５
９
８
９
２
９
８
５
９
８
４
６
２
６
８

●
●
●
●
●
●
●
●
由
●
●
●
号
●
●
●

５
５
４
４
５
５
４
４
４
３
３
４
４
５
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
５
０
５
５

０
４
６
２
７
６
０
０

２
０
９
９
８
８
８
８

８
８
７
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
５
０
５
０
５
５
０
５
０
５

７
３
３
１
９
７
６
６
４
３
５
０
５
５
６
４

④
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
０
８
９
９
０
８
８
０
８
９
８
９

９
９
９
９
９
８
８
８
９
８
８
９
８
８
８
８

15．650

15．100

15．550

15．600

15.800

15.900

15.000

15.350

16.750

16.550

16.400

16.400

15.550

15.500

15.500

15.600

15．200

15．200

15．850

15．750

15.350

14.900

15.450

15.250

14.500

13.400

14．350

15．400

15．150

15．200

15.300

15.400

14．050

13．750

14．250

14．550

14.050

13．950

14．700

14．750

14．050

13.750

14.100

13.850

13.500

13.800

15.250

15．250

15.550

15.500

14.500

14.850

14.600

13.750

14.750

14.900

14.650

14.550

15.100

15.200

14.800

15.000

13.100

13．450

15．650

15．250

15．200

14．550

15.150

14．950

14．850

14．500

16．000

16.100

14．800

14．750

14．900

14．850

14.800

14．950

徳洲会体操クラブ

徳洲会体操クラブ

徳洲会体操クラブ

KONAMI

日本体育大学

1中瀬卓也

2桑原俊

3水鳥寿思

4上田和也

5 沖口誠

6小林研也

7田中和仁

7鹿島丈博

I鯉凧

KONAMI

日本大学

セントラルスポーツ

灘:118○50
雛：，,aO5O
蕊：''aO50
燕:,,5500
靴：’'a300
謡：’'4950
窯:：，,4500
蕊：，,4050

15．400

15．350

15．100

15．900

15．400

15.400

14.400

14.550

15.600

13.700

14.650

14.850

14.300

13.400

14.200

13.900

13.400

13.700

14.150

13.800

14．700

14．150

15．050

14．750

14.200

14．100

14．350

14．150

14．150

13.900

職：174800
職：,72200
鰯:：'69800
鰹：,66850
職:,64200

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
５
０
０
５
０
５
５
５

８
２
９
０
５
５
１
０
４
９

４
３
４
５
４
４
４
４
４
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ブ
詞
毒

Ｉ
ラ
ク
ク

Ｍ
ク
ッ
シ
学

Ａ
操
椎
挿
大

卵
釧
帳
峠
帥

Ｋ
洲
奉
垣

徳
サ
サ

13．100

14．350

12．950

14．300

13．150

13.100

14.400

12.900

12.650

11.750

15．200

15．050

13．600

12．900

13．950

13.350

13.950

12.900

12.950

13.150

芳村裕生

西峯賢二

山口悠樹

飯嶋顕

古賀裕将

７
０
３
２
６

１
３
３
４
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
０
０
０
５
０
５
０
０
５
５
０
０
５

７
４
４
６
９
０
２
５
９
８
１
３
２
３
４
６

●
●
●
。
●
＄
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
岳
●

３
４
４
４
４
５
４
４
３
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

女子

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
５
０
０
５
５
５
５
５
０
０
５
０
５

３
５
２
０
２
６
３
７
７
７
０
１
５
９
７
８

●
○
●
●
●
●
●
●
●
。
。
。
●
●
申
●

５
５
５
５
５
４
４
４
４
４
５
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

順位 選 手 名 所属跳馬段違い平行棒平均台ゆか1日目/2日目合計綱撫I陶嶋

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
５
５
０
５
５
５
０
５
０
５
０
５
０
０

５
３
７
８
７
３
６
６
１
９
３
４
１
３
８
８

，
、
■
●
。
０
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●

４
５
４
４
５
５
５
５
４
４
４
４
３
４
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
０
０
０
５
０
０
０
０
５
０
０
５

５
７
６
５
４
９
３
０
６
４
２
４
３
７
４
４

４
４
４
４
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

岬
》
》
》
甥
》
》
》

詞
季
学
垢ブ

朝
詔
朝

朝

子
う

揮

子
由
子
々
子
ゆ

美
舞
虹
真
杏
茂
啓
部

村
岸
見
田
島
沢
本
濃

上
山
鶴
黒
大
小
椋
美
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2007東日本学生選手権大会青森･青森県弘前市民体育館2007年5月19日～20日
男子団体総合

管燕溺w職‘

順位チーム名 ゆ か あ ん 馬 つ り 輪 跳馬平行棒鉄棒合計

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
０
５
０
０
０

０
８
２
１
４
７
６
２

●
●
●
●
●
■
申
●

９
８
８
７
３
２
０
９

４
４
４
４
４
４
４
３

１
２
３

日本体育大学

仙台大学

順天堂大学

72.100

72.700

73.900

70.750

68.850

69.450

72.600

72.800

69.450

75.250

74.100

75.600

72.700

75.400

75.750

71．900

71.400

70.300

435.300

435.250

434.450

12.800

12.850

11.650

11.600

11.400

9.950

9.750

9.450

男子個人総合

13100

12．700

12．000

11.850

9．550

11．100

8．950

11．250

順位学年選手名 所属 ゆかあん 馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計

10.650

10.650

12.150

11.650

11.400

10.550

10.400

8.350

１
２
３

4星陽輔

3植松鉱治
4 荒 井 智

順天堂大学

仙台大学

仙台大学

15.050

14.950

14.650

14.850

14.150

14.100

14．150

14．150

15．500

14.950

15.300

14.950

15．700

15．250

15．350

15.800

14.800

13.850

90.500

88.600

88.400

12.500

12.600

12.450

12.000

11.100

11．100

11．500

10．150

3川野貢太

4関圭一郎

2山本翻一

2後藤俊介

4木島宏史

4松本憲秀

2荒井健之助

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

６
９
１
７
３
６
９

２
２
３
３
４
４
４

13.400

14.000

12.950

13.800

13.900

13.700

12.750

13.85013．300

14．500513．450

13．45012．700

12．80013．000

12．95013．000

11．20013．800

13．10013．550

14.40013．900

13．80014．050

15．05014．550

15．350613．350

14．15012．800

15．00012．100

13．95011．750

14.100

12.750

13.650

13.150

13.250

14.100

13.900

82.950

82.550

82.350

81.450

80.050

79.900

79.000

'飼恩職
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女子団体総合

塑
お
調
誤
釦
駈
刀
硬

順位チーム名跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計

4立石絵里

3篠原綾乃

3斎藤あゆみ

3 井 上 春 香

3青木麻智子

1柏崎千友紀

1松本理沙

3 半 谷 有 里

日本体育大学

筑波大学

東京女子体育大学

１
２
３

64.800

64.600

60.750

68.600

63.100

62.350

64.900

65.900

64.000

65.350

65.500

64.000

263.650

259.100

251.100

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

4日本大学60.65056.50060.75060.300238.200

55．600

55．500

55．450

女子個人総合

14．150

13．800

14．050

順位学年選手名 所属 跳 馬 段 違 い平行棒平均台ゆか合計

13.950

12.950

14.200

1岡部紗季子

1古川晶子

3石坂真奈美

１
２
３

明治大学

順天堂大学

国士舘大学

13.900

14.850

13.400

13．600

13．900

13．800



2007第46回NHK杯兼第40回世界体操競技選手権大会日本代表決定競技会

兼第24回ユニバーシアード大会日本代表決定競技会東京･代々木第一体育館2007年6月9日～10日

男子

w:世界体操競技選手権大会代表u:ユニバーシアード大会代表

所属ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒1日目/2日目持ち点/合計順位選手名
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０
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０
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０
０
０
０
０
０
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５
０
５
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０
０
０
５
０
０
０
０
０
５
０
０
５
５
５
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６
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６
６
６
６
９
７
４
３
４
５
３
３
７
８
０
０

●
、
●
■
、
ゆ
■
●
①
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●

５
５
５
６
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
５
５
５
５
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
０
５
５
０
５
０
０
５
５
５
０
０
５
５
０
０
０
０

６
９
０
８
１
２
５
５
１
２
１
２
６
６
２
３
９
０
６
９

●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
■
●
申
。
。
■
●
●
●
●

５
５
５
４
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
５
５
３
５
４
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
０
５
５
５
５
０
０
５
０
５
５
５
０
０
０
０

４
３
４
３
５
５
５
３
１
５
１
４
１
２
３
８
２
５
４
６

●
●
◆
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●

４
５
４
５
５
５
４
４
５
５
５
５
４
４
４
４
３
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
５
０
５
５
０
５

８
４
９
１
８
２
６
９
０
２
９
９
１
０
４
０
３
８
４
８

●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
早
●
●

８
０
８
９
９
０
９
９
８
０
８
９
９
９
８
９
６
９
８
８

８
９
８
８
８
９
８
８
８
９
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

90．200

269．400W
91.000

269.O50w
88.700

268.700W
89.025

268.575W
89.800

268.OOOu
89.025

267.825u
89.375

267.475W
89.625

267.075u
88.800

265.000u
87.475

264.725u

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
５
０
０
０
５
５
０
０
５
０
０
０
５
０
０
５
０

８
８
３
８
８
７
７
８
０
２
９
９
６
０
２
５
７
０
９
０

●
●
●
●
●
●
●
申
●
申
●
ｃ
●
●
●
●
ｐ
●
印
●

４
４
５
４
４
４
４
４
４
５
４
４
５
５
４
４
４
５
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
５
０
０
５
０
５
０
０
５
５
０
０
０
５
０
５
０

１
４
３
８
５
７
０
１
３
２
０
３
７
９
６
６
４
９
１
０

●
■
由
●
●
●
●
●
。
●
●
ｅ
①
●
●
申
●
●
●
Ｂ

４
４
３
２
４
４
６
６
３
４
４
４
３
３
４
４
４
４
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
５
０
５
０
０
０
５
５
０
５
５
０
５
０
０
５
０

２
３
９
２
２
４
２
５
４
３
３
６
６
７
７
３
４
６
２
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
●
甲

４
４
４
５
４
４
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

徳洲会体操クラブ

徳洲会体操クラブ

順天堂大学

セントラルスポーッ

徳洲会体操クラブ

日本大学

日本体育大学

KONAMI

順天堂大学

日本体育大学

桑原俊

中瀬卓也

星陽輔

鹿島丈博

水鳥寿思

田中和仁

沖口誠

上田和也

坂本功貴

内村航平

１
２
３
４
５
６
７
８
佃
洞

!“!,,,、

(慰撫愚;、

14．40014．10014．70015．750
20芳村裕生KONAMI

12．90013．85014．90015．000

14．60014．10087．65087．400

14．40013．60084．65084.650

鶴見虹子朝日生命体操クラブ

山岸舞戸田市ｽボｰﾂｾﾝﾀｰ

椋本啓子大阪体育大学

上村美揮朝日生命体操クラブ

小沢茂々子戸田市スポーツセンター

大島杏子朝日生命体操クラブ

黒田真由中京大学

美濃部ゆう朝日生命体操クラブ

石坂真奈美国士舘大学

溝口絵里加日本体育大学

岡部紗季子明治大学

垣谷真理子日本体育大学

冨田洋之ｾﾝﾄﾗﾙｽボｰﾂ柵掴:：柵鰯隙：
14．750

15．250

91.300

90.950

0．000

182．250W

１
２
３
４
５
６
７
８
９
個
刑

w:世界体操競技選手権大会代表u:ユニバーシアード大会代表

女子

59．025

175．975W
59.025

175.575W
57．250

175．200W
59.025

174.675W
57．475

173．975W
57.650

173.700W
57.750

173.700W
57.025

169.925

56.825

169.525u
55.850

166.250u
54．425

166．025u
53.250

159.300u

順位選手名 所属跳馬段違い平行棒平均台ゆか1日目/2日目持ち点/合計

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
５
０
５
０
５
５
５
０
５
０
５
０
０
０
０
５
５
５
５
５
０

１
８
１
４
９
０
１
５
８
６
２
８
８
１
７
２
６
１
３
０
８
７
９
１

●
■
●
●
●
●
ゆ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
ｅ
●
●
●
●
●
■

７
９
８
８
８
９
７
８
７
８
７
８
７
８
５
７
５
７
５
５
４
６
３
２

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
０
０
５
０
５
０
５
０
０
５
５
５
５
５
５
５
０
０
０
５

６
９
５
６
７
７
５
７
２
４
６
５
１
０
４
４
１
６
６
５
８
６
５
４

●
台
■
■
●
申
●
●
毎
。
●
●
■
●
●
●
■
①
●
●
●
●
●
●

３
３
４
４
４
４
３
３
５
５
３
４
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
５
５
５
０
０
０
５
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
５
５
０

４
６
４
９
２
０
２
２
９
１
３
９
３
８
７
４
４
６
３
０
１
５
５
０

Ｃ
甲
●
①
●
●
●
●
●
●
。
●
●
、
，
●
●
●
●
、
●
●
●
●

５
５
４
４
５
５
５
５
３
４
４
４
５
５
４
４
４
４
４
４
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
５
０
０
０
５
０
０
０
０
５
５
０
５
０
５
５
０
５
５
０

４
３
１
０
１
２
０
６
７
８
７
７
１
１
３
１
５
８
７
８
４
２
８
３

９
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
申

３
５
５
５
５
５
４
５
４
４
４
４
５
５
４
５
４
４
３
３
４
４
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
５
０
０
５
５
５
０
５
０
５
０
５
０
５
０
５
５
０
５
５
５
５

７
９
０
９
８
１
３
０
９
３
５
７
３
１
２
２
５
０
６
６
５
３
０
３

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

４
４
４
３
３
４
４
４
３
４
４
４
４
４
３
４
３
４
３
３
３
４
３
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
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2007ユニバーシアード大会タイ･バンコク2007年8月8日～18日
男子団体総合決勝

８
帽
溺
釦

順位 チーム名ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計

13.650

14.600

14.600

13.650

日本

CHN

UKR

１
２
３

45.150

43.000

44.650

41.500

40.250

41.550

46.100

45.500

47.000

47.800

46.550

47.250

46.650

45.800

42.050

46.500

44.100

40.650

273.700

265.200

263.150

13.000

13.750

12.750

12.750

男子種目別決勝(日大･桜樹関係者のみ）

仁
一
将
仁

和
銅
裕
一

中
本
賀
中

田
山
古
沖

４
２
２
３

種 目 順 位選手名得点

14．750615．350

13．35015．250

13．90015．300

13．65014．350

つり輪5 田中和仁15．200

15．700215．450287．900

14．60014．75086．300

14．35014．20085．100

13．95014．35082．700

'翁輔闘鶏'1鉄 棒 4 田 中和仁15.500

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

2007全日本学生選手権大会福岡･北九州市総合体育館2007年9月15日～17日

男子団体総合

４
３

順 位チーム名ゆかあん馬つり輪跳馬 平 行 棒 鉄 棒 合 計

１
２
３

日本体育大学

順天堂大学

日本大学

１
２
３

75.650

74.800

72.450

70.900

66.800

67.150

72.350

70.950

70.350

78.950

78.050

75.100

73.600

75.700

72.950

72.400

74.700

73．850

443.850

441.000

431.850

14.100

13.950

14.700

男子団体総合･個人成績

15.800

15.200

14.850

ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計順位学年選手名 所属

内村航平

星陽輔

坂本功貴

日本大学

日本体育大学

順天堂大学

4田中和仁

1内村航平

4星陽輔

１
２
３

15.050

15.650

15.050

14.600

14.400

13.700

14．600

14．450

14．200

15.500

16.050

15.450

15．750

15．200

15．550

15．500

15．200

15．200

91.000

90.950

89.150

16.050

15.700

15.350

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

2山本翻一

2古賀裕将

3沖中一仁

3飯嶋正志

3川野貢太

4千葉厚太

4渡遥大輔

2 後 藤 俊 介

1武内裕樹

4関圭一朗

14.400

14.950

14.150

13.750

13.900

14.350

12.500

13.100

13.250

12.650

13.450

13.350

12.850

13.400

10.750

12.950

13.000

10.650

11.850

12.900

13.950

14.350

14.250

14.300

13.200

13．550

12．350

13．250

13．300

13．150

15.100

15.400

14.350

13.550

14.750

14.500

14.750

14.900

14.200

キケン

14．800

13．650

14．100

13．600

14.650

12．950

12．500

13．400

13.050

13．200

14.750

14.550

14.350

13.950

14.700

13.500

14.550

13.950

12.900

12.400

86.450

86.250

84.050

82.550

81.950

81.800

79.650

79.250

78.550

４
７
０
２
８
０
５
９
６

１
１
３
４
４
５
７
７
８

〆彦'無職､，

14.600

14.350

14.500

男子個人総合

日本体育大学

順天堂大学

順天堂大学

ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計所属順 位学年選手名

90.900

90.600

89.900

15．150

15．900

15．650

15.200

15.500

14.850

－32－



女子1部団体総合

48.550

47.900

39.700

順位チーム名跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計

13．950411．800

12．70011．500

4．30012．000

日本体育大学

筑波大学

日本女子体育大学

66.600

63.900

61.100

67.650

65.900

66.450

67.100

63.000

60.950

267.300

256.850

253.200

１
２
３

65.950

64.050

64.700

10.600

11.250

10.950

女子1部団体総合･個人成績

12．200

12．450

12．450

跳馬段違い 平行棒平均台ゆか合計順位学年選手名 所属

10

11

23

美
子

子
絵
理

啓
千
真

本
本
谷

椋
山
垣

４
４
２

大阪体育大学

日本女子体育大学

日本体育大学

14.950

14.450

13.450

15．250

13．200

13．050

15.300

13.850

14.400

14．400

13．500

13．150

59．900

55．000

54．050

１
２
３

日本大学

日本大学

日本大学

女子1部個人総合I縦M1､、

3篠原綾乃

3斎藤あゆみ

3井上春香

跳 馬 段 違 い平行棒平均台ゆか平行棒順位学年選手名 所属

57.000

56.300

55．150

4椋本啓子

4溝口絵里加

1大久保奈美

大阪体育大学

日本体育大学

筑波大学

１
２
２

15．150

13．300

13．700

14.750

14.350

13.250

15．750

14．500

14．150

14．750

12．700

13．750

60.400

54.850

54.850

14．700

13．100

14．300

女子2部団体総合

15．000

15．000

12．650

順位チーム名跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計

13.600

15.300

13.100

中京大学

国士舘大学

日本大学

１
２
３

63．850

63．400

61．750

61.050

59.500

57.750

64.000

65.400

62.000

58．550

56．950

55．100

247.450

245.250

236.600

13．700

12．900

15．100

女子2部団体総合･個人成績

１
２
３

順位学年選手名 跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計所属

国士舘大学

中京大学

順天堂大学

１
２
３

3石坂真奈美

1古川晶子

1黒田真由

国士舘大学

順天堂大学

中京大学

14.500

14.800

12.200

14．150

13．150

14．200

14.800

13.650

14.800

14．400

13．950

13．700

57．850

55．550

54．900

石坂真奈美

黒田真由
古川晶子

3井上春香

3篠原綾乃

3斎藤あゆみ

3青木麻智子

4佐橋春枝

1柏崎千友紀

4広田望

1森本真帆

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

５
８
個
調
幻
“
網
引

13．000

12．600

12．900

11．700

10.300

11．550

11．200

10．950

11.900

11.800

12.100

11.350

10.600

10.550

8.950

6.850

13．750

13．900

13．100

10．750

10.500

10．150

10．950

10．500

11.800

12.000

11.000

10.400

9.900

8.800

9．100

8．100

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
０
０
５
０
０

４
３
１
２
３
０
２
４

釦
釦
網
“
“
“
如
拓

綱：m11h！

所属

女子2部個人総合

跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計順位学年選手名
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2007全日本社会人体操競技選手権大会茨城･笠松運動公園体育館2007年9月22日～24日

男子団体総合1部

8.700

8.600

8.450

順位チーム名ゆかあん馬つり輪跳馬 平 行 棒 鉄 棒 合 計

9．300

8．900

8．900

１
２
３

72．050

74．150

67．200

71.050

66.700

65．250

73.550

72.800

69.600

77.150

77.950

73.700

75.750

76.150

68.100

73.700

74.200

71.350

443．25

441．95

415．2

KONAMI

徳洲会体操クラブ

日大樫樹クラブ

０
１
３
３
６

１
２
５
７
８

男子個人総合1部

雄
宏
之
己

龍
昌
孝
知
仁

畑
村
嶋
田
角

川
笹
君
町
市

ゆかあん馬 つ り 輪 跳 馬 平 行 棒 鉄 棒 合 計順位選手名 所属

9.200

9.350

セントラルスポーッ

徳洲会体操クラブ

徳洲会体操クラブ

１
２
３

冨田洋之

中瀬卓也

桑原俊

14.150

15.150

14.750

14.950

12.200

14.300

15．800

15．300

14．850

15.500

15.900

15.250

15．500

15．100

15．900

15.500

15.450

13.750

91.400

89.100

88.800

9.5009.5009.450

9.65059．70049.600

9.1008.8009.350

8.5009.3008.950

9.0008.0009.450

芳村裕生 KONAMI

西峯賢二徳洲会体操クラブ
森光大日大樫樹クラブ
山口悠樹サンフルトスボｰﾂｸﾗプ

田崎裕祐日大棲樹クラブ

内田友幸日大樫樹クラブ

飯島顕サンフルトスポーツクラブ

守屋貴夫山梨ジュニア体操クラブ

小田原玄弥横浜YSMC体操クラブ

佐藤佑介日大樫樹クラブ
巻島晃一郎日大棲樹クラブ
西村祥日大樫樹クラブ

個
仰
汀
伯
調
訓
お
鍋
調
“
弘
記

14.700

14.700

13.750

14.450

13.500

14.150

14.000

14.350

13.600

12.150

13.300

12.500

５
５

13．800

12．600

13．950

13．350

13.300

13．150

14．150

12．850

12．450

13.650

11．200

10．550

14．35015．750

13．75016．050

13．85015．300

14．10015.250

14.750814.400

14.35015．000

13．90014．650

13．30014．500

13．90014．400

13．50014．800

13．15014．200

13．00013．950

5

1

14．550

14．700

14．850

14．550

13.750

12．750

11．750

13．450

13．400

13.850

10．950

12．900

13.950

15.050

14.600

14.400

14.700

14.200

13.850

13.750

14.400

13.800

14.050

12.950

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
０
０
０
０
５
５
５
５

１
８
３
１
４
６
３
２
１
７
８
８

町
顕
記
鎚
酔
銅
砲
距
砲
副
巧
だ

'爾鋤｝

9．400

8.400

8.650

8.700

8.900

男子団体総合2部

9．100

8.800

順位チーム名ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計

34

九州連合28.525

鹿屋クラブ28.825

湘南とびうお体操クラブ28．000

28.150

26.800

27.450

170．475

169．050

166．500

28.600

28.450

27.300

28.800

29.125

28.200

28.650

28.000

28.200

27.750

27.850

27.350

１
２
３

兵庫フェニックス

日大棲樹クラブ

日大棲樹クラブ

加茂体操クラブ

日大棲樹クラブ

26.50028.40026．50027．00025．950162．100日大樫樹クラブ 27.75013

756．150

55．500

53．900

52．950

52．700

男子個人総合2部

'‘銅'詞卿､

ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒 合計所属頂位 選手名

１
２
３

58.050

57.525

57.275

9.700

9.200

9.600

9.650

9.550

9．500

相原体操クラブ

九州連合

紫鏡クラブ

9.750

9.725

9.675

9.200

9.750

9.300

9.900

9.550

9.600

9.850

9.750

9.600

馬景華

鶴丸裕之

清水満



2007国民体育大会秋田･秋田市立体育館2007年10月4日

男子

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
５
０
５
５
５

４
４
３
９
５
４
４
４

●
●
⑦
●
●
ｅ
●
●

７
５
５
３
３
３
３
２

８
８
８
８
８
８
８
８

ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計選手名順位都道府県名

15.150

14.850

13.500

14.800

14.300

14.100

13.500

14.650

266.900

265.450

261.050

44.650

44.850

43.550

42.550

44.650

43.050

速見,西峯,沖口,中島,田窪
飯嶋,上坂,山口,小田原,千葉
前島,肘井,寺尾,山室,佐藤

43.900

42.450

42.550

42.250

43.850

42.900

46.600

45.700

44.600

46.950

43.950

44.400

岡 山

秋田

埼玉

１
２
３

14.550

13.650

15.100

14.650

13.950

13.950

13.900

14.750

40.900

41．300

36．850

38．050

252.850

251.550

236.450

233.600

森,青山,松浦,土井,高松

古賀,松本(圭),川野,関,伊地知
大倉‘阿部,堀田,西村,加藤
白石,森野,池田,日野,中村

41．800

41．050

39．750

36．100

44．450

45．100

45．050

43．300

41.900

42.850

38.250

38.000

42.600

42.850

40.800

40.650

41.200

38.400

35.750

37.500

大阪

鹿児島

北海道

愛媛

８
佃
偲
幅

15.700

15.400

15.200

15.250

14.250

15．100

15．350

14．550

女 子

13．900

14．000

14．200

13.500

14．450

13．250

13．800

13．100

跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計順 位都道府県名 選手名

,‘鯛緬

13.000

13.100

12.800

12.000

12.950

12.800

13.100

12.200

高堰,竹田,田中,川村,飯島

踊瀬,椋本,大久保,小川,速見
高橋,関口,上松,石郷,双木

小泉,前田,今吉,井上,篠原

164．350

161．150

158．350

158.000

秋田

長崎

埼玉

神奈川

41.650

40.350

40.450

38.300

42.300

40.650

39.150

41.550

39.750

39.700

39.700

38.500

40.650

40.450

39.050

39.650

１
２
３
４

－35－

2007全日本体操競技選手権大会東京･代々木第一体育館2007年10月26日～28日

男子団体総合

15.150

14.400

14.500

13.750

13.600

14．250

13．800

13．200

順位チーム名ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計

９
５
８
２
８
９
９
５

１
３
３
５
５
５
５
６

徳洲会体操クラブ

日本体育大学
KONAMI

順天堂大学

日本大学

早稲田大学

筑波大学

仙台大学

０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
０
０
５
５
５

２
８
１
１
４
８
３
８

４
３
２
９
６
５
１
９

“
“
糾
娼
蛇
酬
綱
如

71.450

73.950

73.650

71.150

69.400

68.450

68.150

66.800

78.100

79.150

77.400

78.450

75.500

74.300

74.200

75.550

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
５
５
５
０
０

１
６
０
７
３
５
６
３

両
泌
汚
汚
沌
的
駈
配

０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
５
０
０
０
５
０

３
６
４
９
２
９
１
２

●
■
●
、
●
◆
の
●

６
３
２
２
３
８
７
５

７
７
７
７
７
６
６
６

１
２
３
４
５
６
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
０
５
０
０
０

４
４
６
９
３
６
１
０

。
●
●
、
●
●
●
●

４
３
３
３
０
９
２
０

７
７
７
７
７
６
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
５
０
５
５
０

７
１
９
９
６
０
１
０

●
●
●
ゆ
甲
●
●
●

９
９
８
６
７
５
４
４

６
６
６
６
６
６
６
６

二
将
生
祐
一
樹
仁

賢
裕
裕
大
裕
銅
悠
一

峯
賀
村
光
崎
本
口
中

西
古
芳
森
田
山
山
沖

男子個人総合予選

“聯、

徳洲会体操クラブ

日本大学

KONAMI

日大ﾈ嬰樹クラブ

日大樫樹クラブ

日本大学

サンフルトスボーツクラブ

日本大学

所属ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計順位選手名

14.550

13.850

14.450

セントラルスポーツ

日本体育大学

日本大学

冨田洋之

沖口誠

田中和仁

15．900

14．600

14．200

15．900

16．600

15．500

15.700

14.600

15.700

14．550

14．450

15．550

91.350

90.250

89.700

１
２
３

14．750

16．150

14．300



男子個人総合決勝

59.500

58.150

58.150

順位選手名 所属ゆかあん馬つ り 輪 跳 馬 平 行 棒 鉄 棒 合 計

14.900

13.850

14.350

冨田洋之

田中和仁

星陽輔

セントラルスポーツ

日本大学

順天堂大学

１
２
３

15.000

14.950

15.000

14.600

14.200

14.650

16．000

14．550

14．000

15.350

15.450

15.600

15.750

15.800

15.600

15.650

15.350

15.300

92.350

90.300

90.150

15.200

14.600

14.800

徳洲会体操クラブ
KONAMI

日本大学

西峯賢二

芳村裕生

古賀裕将

４
６
３

１
２
３

14.950

13.850

14.500

13.450

13.200

13.300

13．550

14．750

13．400

16．100

15．500

15．500

14.350

14.800

13.200

15.100

13.650

14.800

87.500

85.750

84.700

15.600

14.850

15.100

男子種目別(日大･桜樹関係者のみ）

13．800

14．850

13．900

種 目 順 位 選手名 所属 得 点

１
２
３

ゆか 5西峯賢二徳洲会体操クラブ15.150

鶴見虹子

椋本啓子

上村美揮

あん馬6田中和仁日本大学14.450
'鰯1,,$､w，

朝日生命体操クラブ

大阪体育大学

朝日生命体操クラブ

平行棒2田中和 仁 日 本 大 学 1 5 . 7 0 0

所属跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計

3田中和仁
鉄棒

7西峯 賢二

日本大学15.550

徳洲会体操クラブ15.150

順位選手名

女子1部団体総合

女子個人総合決勝

順位チーム名跳馬段迎い平行棒平均台ゆか合計

べ罵恥

朝日生命体操クラブ
戸田市スポーツセンター

日本体育大学

レジツクスポーツ

なんば体操クラブ

筑波大学

四天王寺スポーツクラブ

日本女子体育大学

１
２
３
４
５
６
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
５
５
５
０
０
５

８
８
３
７
３
８
２
１

配
駈
配
師
餌
睡
団
“

71.250

67.050

67.050

60.500

60.600

61.700

56.600

59.700

０
０
０
０
０
０
０
０

５
５
０
０
０
０
５
０

９
２
２
２
３
２
４
１

●
●
●
●
●
●
①
●

３
９
８
６
７
４
３
９

７
６
６
６
６
６
６
５

０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
０
５
０
０
０
０

２
６
３
８
２
３
７
４

加
硫
砺
闘
餌
餌
釦
釘

284.250

270.750

267.900

258.300

256.450

253.000

241.950

240.350

59.350

58.500

58.250

女子個人総合予選

14．950

14．350

14．600

順位選手名 所属跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計

14.950

14.850

15.400

鶴見虹子

大島杏子

美濃部ゆう

朝日生命体操クラブ

朝日生命体操クラブ

朝日生命体操クラブ

１
２
３

13.800

14.500

13.400

15.650

14.800

14.850

－36－



2007関東学生交流大会千葉･千葉商科大学2007年11月10日～11日
男子個人総合

1

ゆか あん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計所属順位学年選手名

54．550

54．550

54．350

14．65014．25084．850

13．95013．00081．550

13．600513．800380．900

14.75012．85013．30015．050

13．50012．10014．00015．000

13．050812．950413.200714．300

日本体育大学

日本体育大学

日本大学

2中島立貴

3中峰幸輔

2荒井健之介

１
２
３

14．350

13．550

13．850

13．400613．900279．750

12．95012．90079．050

13．100713．350678．050

日本大学

日本大学

日本大学

12.05012．75014．400

12．600712．20015．050

11．40013．250614．450

3 大 倉 純 貴

2 三 宅 正 晃

3 加 藤 恭 也

13.250

13.350

12.500

６
５

６
９
個

２
８

13.700

13.300

13.050

女子個人総合

12．350

13．750

13．850

跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計所属順位学年選手名

14．150

13．950

13．600

12．750

13．100

12．700

52．100

51．600

51．100

2野口佳奈

3篠原綾乃

3斎藤あゆみ

12．150

12．300

13．050

13．900

13．500

13．100

早稲田大学

日本大学

日本大学

13.300

12.700

12.250

１
２
３

３
４

1

5

３
６

4

11織凧

明治大学

順天堂大学

日本体育大学

日本大学

日本大学

3青木麻智子

3半谷有里

11.950

10.400

46.850

41.600

11．800711．300

9．95011．200

11．800

10．050

９
帽

１
２
３

2007関東学生新人大会千葉･千葉商科大学2007年11月10日～11日

男子団体総合

岡部紗季子

古川晶子

竹屋佳奈

順位 チーム名ゆかあん馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計

所属

日本体育大学

早稲田大学

日本大学

57.850

53.350

52.550

62.900

58.200

57.700

57.000

52.250

51.550

56.550

54.150

52750

350.150

322.300

319.700

１
２
３

59．600

54．150

53．200

56.250

50.200

51．950

跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計

男子個人総合

順位学 年選手名

ゆ か あ ん 馬つり輪跳馬平行棒鉄棒合計順位学 年選手名 所属

女子個人総合

内村航平

山室光史

稲寺拓也

日本体育大学

日本体育大学

日本体育大学

１
２
３

15.750

14.550

14.550

13.800

14.400

13.900

14．500

15．250

14．400

16.100

16.050

15.800

14．950

14．300

13．950

14.800

13.950

12.850

89.900

88.500

85.4501

159.550

144.100

138.850

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

日本大学

樹
樹
博
史
樹
樹
道
之

祐
宏
敏
匡
祐
洋
一
貴

内
中
下
高
野
村
田
田

武
田
坂
小
日
川
金
川

１
１
１
１
１
２
３
２

０
６
７
０
３
７
５
９

１
１
１
２
２
２
４
４

13.750

13.300

13.300

12.850

12.150

13.100

12.600

12.600

13．450713．600

12．50012．450

12．40013．000

12．80012.600

13.20012．050

11．65011．850

8.40013．350

9．35012．450

14.550

14.100

14.450

14.500

14.200

13.650

13.950

12.900

12．850

13．250

13．050

12．400

12.000

12．500

11．600

12．450

13.45081.650

13.550879．150

12．45078.650

12.55077.700

13.20076.800

12.75075．500

12．15072.050

11.20070．950

綴､MH熟

39.900

35.500

35.650

女子団体総合

39.550

37.750

32.950

順位チーム名跳馬段違い平行棒平均台ゆか合計

41.050

35.300

33.750

日本体育大学

東京女子体育大学

東海大学

１
２
３

39．050

35.550

36.500

－37－



2007北京国際招待(北京プレオリンピック）中国･北京2007年11月28日～12月3日
男子団体総合決勝

順位チー ム 名 ゆ か あ ん 馬 つり輪跳馬平行棒鉄棒合計

弓燕聴Wmhl

１
２
３

44．700

45．550

46．775

China

日本
Korea

44.775

42.400

43.075

47.950

45.200

44.675

47.725

47.675

47.600

47.350

46.500

46.250

43.425

45.550

42.925

275.925

272.875

271.300

鉄棒4田中和仁15.250

男子種目別決勝(日大･桜樹関係者のみ）

平行棒4田中和仁15.925

種目順位選手名得点
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鉄棒3田中和仁15．150

種 目 順 位選手名得点

'銅翰↑、

2008カタール国際カター

男子種目別決勝(日大･桜樹関係者のみ）

カタール･ドーハ 2007年3月4日～6日



平成19年度日本大学桜樹会第1回役員会議事

平成19年7月21日（士）日大会館204

出席：菊地君男(4)、吉川晃(2)、木村多喜(4)、早田卓次(4)、高田信興(4)、

小俣里知子(4)、鶴見興人(6)、小栗郁郎(5)、海谷美代子(7)、安藤泰行（10)、

原弘吉（11)、谷田部光則（15)、遠藤幸一（25)、葛西玲広（43)、佐藤佑介（44）

I報告事項

1．役員委嘱について（下線：新任）

会長：菊地君男(4)、副会長：高田信興(4)、小俣里知子(4)、鶴見興人（6）

会計監査：岡本公子(7)、原弘吉（11)、総務：遠藤幸一（25)、葛西玲広（43）

幹事:吉川晃(2)、木村多喜(4)、早田卓次(4)、小栗郁郎(5)、海谷美代子(7)、

fmmIIm隠、安藤泰行(10)、外山宜男（14)、谷田部光則(15)、梶山広司(17)、渡辺嘉三(20)、

Ⅱ審議事項

1．卒業期代表者について・・・人選について承認

役割：記念行事(3/15)への同期参加者の呼びかけ

2．体操部創部50周年記念行事実行委員会

今回は、期日の設定などで梶山監督はじめ長津、西川両コーチも参加できなかっ

たことから、また、出席者が決まっていないことから、会長の意向を話し、意見交
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平田倫敏(21)、水島宏一(29)、長津郁子(31)、西川大輔(34)、佐藤佑介(44)、

●
●

日向小百合（44)、内田友幸（48）（解任：小松武雄）

震災、台風の影響により被害はないのか？（特に連絡はない）

ブロック幹事になることで負担は出ないのか？（現状では役員会からブロック

幹事にイベント依頼などをしたことはない。ブロックが主体になって進める方

向でいく｡）

東日本インカレ（男子6位、女子5位）

2次予選・NII<杯（4年田中和仁=>ユニバーシアード代表）

遠藤顧問より寄付金（245,903）

会報（8月中旬発刊予定)、名簿作成進捗状況

東日本インカレ応援（菊地、鶴見）

名誉会長：石井征也（1）

ブロック幹事：【北海道】山内悟(8)、吉田義経（37）【東北】佐藤勲(7)、宇野

正信（11）【北信越】船木政明(8)、五十嵐久人（14)、三富洋昭（33）【東海】

後藤史朗（15）【近畿】川畑龍雄（26)、岸本拓也（40）【中国】中谷秀明（13)、

小野田博之（25）【四国】橋本博之（33）【九州・沖縄】儀部忠通(5)、錦井利臣

（16)、松本俊一（19）（解任：中島元、小柴守夫、住広晃、慶田盛定）
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換するに留める。これらは次回打合せ時に再度検討する。

＜内容＞

1．日時平成20年3月15日（士）

2．場所日本大学会館大講堂

3．会費①会費額10,000円②徴収方法：郵便振替（郵便振替一本でいく）

4．記念式典

①感謝状

(ア)歴代部長・監督漬田靖一門脇春男遠藤幸雄

(イ)オリンピック・世界選手権・ユニバーシアード出場者

(ウ)桜樹会関係者（勢能顧問、門脇和顧問、石井名誉会長にしてはどうか。他界

保体審事務局員

された方については感謝状を贈らない）

②記念品（桜樹会から部へ）・・・金一封

③招待者

(ア）大学関係（早田部長、梶山監督の間で調整依頼）

・総長副総長（保体審担当)、常務理事、保体審局長、保体審喜

・保体審他部部長、監督

・文理学部関係

(イ)体操協会関係

・日本体操協会会長副会長

(ウ)桜樹会顧問

④式次第

(ア)開式の辞

(イ)式辞

(ウ)来賓祝辞日本大学総長、保体審局長、日本体操協会会長

(エ)感謝状贈呈

(オ)記念品贈呈

(力)閉式の辞

⑤開式の辞（会長）・式辞（部長）・閉式の辞（鶴見副会長）

⑥司会者の選定（小栗）

⑦感謝状・・・贈呈者の選定（監督・副部長・会長）

⑧記念品・・・贈呈者の選定（小俣副会長）

⑨感謝状贈呈方法の検討

5．記念祝賀会

①式次第

(ア)開会の辞

(イ)鏡開き

－40－
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日本大学総長副総長常務理事保体審局長

日本体操協会会長

保体審他部部長代表監督代表

桜樹会顧問代表桜樹会会長

体操部部長監督

（ウ)乾杯

（工)懇談

（オ)部員紹介

（力)余興

（キ)校歌斉唱

（ク)閉会の辞

(f，'，，､②開会の辞（高田副会長)・乾杯（名誉会長)・閉会の辞（遠藤実行委員）
③司会者の選定（小栗）

④余興の検討（和太鼓）

6．記念行事にかかわる作業等内容

①寄付募金（体操部への記念品代）の徴収

（寄付（記念品代）の受付を早めに実施するのであれば、寄付のみを別扱いにする

ほうがいい。現時点で3月の出席や会費を徴収するのは困難。別扱いにして集まっ

た寄付金を全額体操部に贈るというのは主旨が違う気がする。収支予算としては、

収入を参加会費、寄付、特別積立金とし、50周年記念事業に対して行うほうが趣旨

に合う。そうなると、寄付を募るなどは年末か年始に案内状とともに行う方法が妥

当）

②写真集（CD－R）の作成・・・当日スライドショー用として

③ビデオの作成・・・当日上映用として

“④体操部略年譜の作成・・・式次第パンフに掲載
i⑤総長の予定確認

⑥案内状・招待状の作成・発送

⑦式次第パンフ・感謝状の作成

⑧参加者名簿・名札の作成

⑨受付・クローク・接待各係りの編成

⑩記念品（出席者へ配付）の検討

7．各種通知等の送付

①19年2～3月、50周年記念行事開催の趣意書を会員あて送付：総会通知に同封

②3ヶ月前までに案内状の送付

③1ヶ月前までに招待状送付
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平成19年度日本大学桜樹会第2回役員会議事

平成20年3月22日（士）15:00～18:00

日大理工学部駿河台校舎

出席菊地君男(4)、木村多喜(4)、小栗郁郎(5)、岡本公子(7)、海谷美代子(7)、
安藤泰行（10)、遠藤幸一（25)、長淫郁子（31）

会計監査作業

I報告事項

1．今後の行事について

・総会平成20年3月29日（土）15：00～日本大学会館601B

・懇親会同日総会終了後

2．その他

・ブロック幹事（東北）宇野正信氏（平成20年3月17日逝去）

"‘扇iimt

Ⅱ審議事項

1．総会議事について

■資料の確認

■平成19年度収支決算報告

■平成19年度事業報告

■平成20年度事業予定について

今オリンピック代表に日大・桜樹関係者が選ばれた場合、壮行会を企画する。

■平成20年度収支予算案

2．体操部創部50周年記念式典・祝賀会報告と確認事項

出席会員266名。参加者が予想以上に多く盛況だったし、経費的にも何とかブﾗﾉ瓢.輿、
スになりそう（現在精算中)。感謝状対象者に盾を贈呈。筒と一緒に発送。寄付金

のみ協力いただいた会員全員に記念品を送付。礼状とともに原稿依頼を出席者に依

頼する｡集まった寄付金は全額体操部へ渡し､体操部に代わって実施する案内発送、

礼状発送など関連諸経費を負担してもらう。

3．新入会員の認定について

平成20年3月卒：男子8名、女子3名

中川和昭-14期（229-1135神奈川県相模原市大島3331-7㈱パル）

※卒業生の新入会員手続きに関しては総務主導で実施してほしい。
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期日）

場所）

出席）

平成19年度日本大学桜樹会総会議事

平成20年3月29日（土）15：00～

日本大学会館601B

石井征也、堀田淳二、吉川晃、菊地君男、小松武雄、鶴見興人、岡本公子、海

谷美代子、相原和明、外山宜男、遠藤幸一、葛西玲広、佐藤佑介

以上13名

く返信290通（現住所不明1通）；通知689通（3/26現在返信率42.2%）＞

I挨拶…会長菊地君男

Ⅱ議長・書記選出…議長；吉川晃書記；佐藤佑介

(蕊1,,1.Ⅷ報告事項

1．事業および行事報告…日本大学桜樹会・体操部関係；事務局（資料1,2参照）

※競技会成績、懇親会報告等の詳細については会報第42号に記載予定。

2．会員動向…事務局

一会員逝去について

岩田惇－8期（平成20年2月18日逝去）

宇野正信－11期（平成20年3月17日逝去）

中森勉-17期（平成20年1月20日逝去）

－新入会員について

平成20年3月卒：男子8名、女子3名

中川和昭-14期（229-1135神奈川県相模原市大島3331-7㈱パル）

3．その他

一体操部創部50周年記念行事について（実行委員長：菊地）

・50周年記念行事には､会員266名、来賓41名、部員48名（計355名）が参加した。
,禦鯛鰯、

最終的な出席予定者が総計で370名程度あり、会場の収容能力が心酉己されたが、

無事終えることができた。

・3月29日現在、すでに来賓の方へ礼状を送付した。出席者及び寄付をいただい

方に対しても近日中に送付する。また、送付するための記念品が不足している

ため追加注文している。

・現在、総務が決算処理を行っている。支出超過が心配されたが、黒字で終える

ことができた。

Ⅳ

1．

審議事項

平成19年度収支決算報告…事務局（資料3参照）

・今年度は昨年度よりも繰越金がおよそ50万円増加した。それは、会費収入の

－43－
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平成20年度予算案の認否…承認

その他

・今後のことを考え、事業等を行うことで会費を集める必要はないか。

今今回は50周年記念行事を成功させることに集中した。今後、そういうことを
〆燕聴1m

議論していきた'/､。

・事業企画部等を置いてはどうだろうか。

=〉会則の変更も必要となるので、そのようなことも含めて今後の検討課題とし

たい。

=＞また、それら（事業企画部等）を行うためには、専門員（日本体操協会事務

局のような）をおく必要が出てくるかもしれない。

=＞ブロックごとに事務局をおくという考えもあるが、ブロックごとに処理能力

の差などが生じる恐れもある。

=〉しかしながら、今後も会員数は増加するので、それに比例して総務への負担

も増加していくと考えられる。したがって、下位組織を置く意味は大きいだ

ろう。

●
●
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〉
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（
”
）

増加によるものである。

・雑収入は､遠藤先生慰労会及び50周年の関係で決算額が大きく増加している。

・事業費決算額の増加は、通信費で処理すべきもの（名簿発行）を事業費で処

理したためであることを了承していただきたい。

会計監査報告…岡本公子「収支決算書の内容に間違いのないことを確認した」

平成19年度収支決算の認否…承認

平成20年度事業および行事計画…事務局（資料4参照）

・今年度は北京オリンピックがある。前回大会において日本は金メダルを獲得

することができたが、日本大学ならびに桜樹会の代表選手はいなかった。今

オリンピックには、代表入りが期待される選手がいるため、よりいっそうの

応援を願いたい。

・日本大学ならびに桜樹会関係の選手が北京オリンピックの代表になった場合耐'"I，

壮行会等のイベントを行いたい。

平成20年度事業および行事計画の認否…承認

平成20年度予算案…事務局（資料5参照）

・昨年度との大きな変更点はない。

・今年度会費収入増であったが、来年度の見通しは如何なものか。

=＞同程度であろう。会費を納入した会員は全体の3割程度である。今回の会費

収入の増加は､50周年記念行事等に伴い複数年度分をまとめて納入した会員

が多数いたことによると考えられる。したがって今後、どのようにして会費

を納入する会員を増やすかが課題である。
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=＞これらの具体案を会長および事務局で作成し、その後検討していくことが課

題となる。

＊

●

最後に菊地会長より、50周年記念行事の成功に対して感謝の意が述べられた。

今回の成功の一因として、本部に葛西総務（43期）が勤めていることが挙げ

られる。それにより、本部施設を円滑に使用することができた。大変感謝し

ている。

一方で、クロークを担当した部員がほとんどパーティーに参加できなかった

ことなど反省すべき点もあった。

以上

く総会終了後、会員懇親会開催＞

場所「士風炉市ヶ谷店」17時～

総会後、50周年記念行事の慰労も兼ね懇親会が行われた。やはり話題の中心は

50周年記念行事についてであった｡居酒屋の一室にて和気藷々とした雰囲気の中、

2時間程度の会はあっという間に終わってしまったが、貴重な話をすることもで

き、皆とても楽しんでいるようであった。

佐藤佑介
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16
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22
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平成19年度事業および行事報告
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◎こﾐび行菖き内容

遠藤幸雄先生退職慰労会

世界選手権2次予選ほか

東日本インカレ

世界選手権最終予選・NHK杯

インターハイ

第1回役員会．50周年記念実行委員会

ユニバーシアード

会報41号・名簿2007発行･発送

世界選手権

全日本インカレ

全日本社会人大会

国体

50周年記念実行委員会

全日本選手権

豊田国際体操競技大会

新年会（有志）

50周年記念実行委員会

体操部創部50周年記念式典．祝賀会

第2回役員会（会計監査作業）

平成19年度総会・懇親会

－46－

場 所

センチュリーハイアット

千葉ポートアリーナ

弘前市民体育館

千葉ポートアリーナ

佐賀県総合体育館

日本大学会館

タイ・バンコク

ドイツ・シュツットガルト

北九州市総合体育館

笠松運動公園体育館

秋田市立体育館

日本大学理工学部

代々木第一体育館

豊田市総合体育館

新宿；栄寿司二号店

日本大学理工学部

日本大学会館

日本大学理工学部

日本大学会館
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平成19年度日本大学体操部・桜樹クラブ競技会報告

1）東日本インカレ（弘前市民体育館）

男子団体6位、女子団体5位

2）世界選手権2次予選（千葉）

田中和仁（4年）7位、芳村裕生（45回卒）17位今以上、最終選考へ

西峯賢二（48回卒）30位、山口悠樹（47回卒）33位、飯嶋顕（47回卒）42位、

古賀裕将（2年）46位=>以上、予選落ち

3）NHK杯（千葉）

田中和仁（4年）6位今ユニバーシアード代表、芳村裕生（45回卒）20位

4）第24回ユニバーシアード（タイ・バンコク）

男子団体1位、田中和仁（4年）つり輪5位、鉄棒4位

5）全日本インカレ（北九州市総合体育館）

男子団体3位、女子団体2部3位

6）全日本社会人（茨城）

男子団体1部3位、男子団体2部13位

7）全日本選手権（代々木第一）

男子学生：団体5位

男子個人総合：田中和仁（4年）2位

桜樹ク：森光大（46回卒）52位、田崎裕祐（45回卒）58位

8）関東新人・交流（神奈川）

新人：男子団体3位交流：男女個人出場

※詳細は会報42号に掲載

1本操部関連行事

1）保健体育審議会入会式

2）新入生歓迎会

3）春期合宿（高崎）

その他http://hpbrs・nihon-u.ac､jp/~kajiyama／
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証
2007年度日本大学桜樹会収支決算書

2007年4月1日～2008年3月31日

(収支決算書）

＝二1，
(収入明細）

－48－

(支出明細）

＝>記念事業費支出（500,000）

会計監査岡本公子（平成20年3月22日）

(特別積立金）

項巨 予算謡 決算客ヨ 増減額

前年度繰遇i金

会費

寄付

雑収入

二
一
口

谷
口

■

953,178

1,200,000

0

822

2,154,000

953,178

1,894,000

249,903

3,499,770

6,596,851

0

694,000

249,903

3,498,948

4,442,851

エ
守
呂
・
白 ヨ

酉
Ｑ

弓
ｊ
●
■
９章額 決算額 増 減 客ヨ

収入総客ヨ 2,154,000 6,596,851 4,442,851

支出； 念客ヨ
b､ 2,154,000 5,114,586 2,960,586

差弓 (次年度繰越金） 1,482,265

項
一

予算額 決算額 増減葎 篭考

事業費 700,000 983,561 ▲283,561

会報第41号発行176,000、名

簿発行198,600、会報等発送1

07,500、消費税24,105、競技

会参加補助400,000

補助費 340,000 340,000 0
体操部補助300,000、桜門会

登録補助40,000
工唾

会 議費

通 言費
ー

E
ー

ー

q

一 日
． ■

牙
４
口
▼
１

凶
口
究
や
己 §費

■
４
ワ
ロ
“
タ
ー

■
田
Ｊ
、f費

予備費

三
一
口

《
ロ

40,000

200,000

30,000

35,000

809,000

2,154,000

8,661

13,360

15,184

49,070

3,704,750

5,114,586

31,339

186,640

14，816

▲14,070

▲2,895,750

』L2,960,586

記念皇ﾖ業差
ロ
ー
ロ
ク
■ 500,000



平成20年度事業および行事計画

－49－

綱､111､

唖

兵 日
ー

鱈
＝

ー

ー ﾖ業【Sよび行三ﾖ内容 場 所

4 12戸、‐ 13 オリンピック2次予選ほか 代々木第一体育館

5

5

16

〆、一

〆、＝

6

18

オリンピック最終予選・NHK杯

東日本インカレ

第1回役員会

岡山

栃木県体育館

未定

7 下旬 会報42号発行･発送

6～8

9～19

12～17

31～9/2

インターハイ

第29回オリンピック

全日本ジュニア

全日本インカレ

埼玉・くまがやドーム

中国・北京

横浜文化体育館

埼玉・くまがやドーム

9

13グヘジ 15

未定

29〆～10/1

全日本社会人大会

第2回役員会

国体

鯖江市総合体育館

未定

別府市総合体育館

10
未定

31～11/2

関東学生新人・交流

全日本選手権

未定

リージョンプラザ上』 塊卓
今
。

11 15〆、＝16 豊田国際体操競技大会 豊田市総合体育館

1 17 新年会（有志） 新宿；栄寿司二号店

3

未定

未定

29

第3回役員会（会計監査作業）

平成20年度総会・懇親会

高校選抜

未定

未定

岡山・桃太郎アリーナ



唖
2008年度日本大学桜樹会予算案

2008年4月1日～2009年3月31日

(収支予算書）

鰯1

(収入明細）

－50－

(支出明細）

原稿用紙､印刷用具購入他,嗣刷↓iim,I

口座手数料 ’

ロﾛ詔HP印刷|出＝：

項
一
一
二
一 予 算 額 前年予算額 予算差額 篇考

前年度繰越金 1,482,265 953,178 529,087

会費 1，200，000 1，200，000 0

垂
ロI

。■ 、

■

0 0 0
■
Ｊ
申
』

且
“
▽
■
ｂ fl又入 7,735 822 6,913
全、三
口ロ 2,690,000 2,154,000 536,000

項
一
一 予算額 前年予算額 予算差額

収入総客ヨ 2,690,000 2,154,000 536,000

支出総額 2,690,000 2,154,000 536,000

差弓 (次年度繰越:堂） 0 0

項
一
一
一
一 予 算 額 前年予算蕊 予算差額 篇考

事業費 550,000 700,000 ▲150，000
会報第42号発行150,000競

技会参加補助400， 000

補助費 340,000 340,000 0
体操部補助300,000、桜門

会登録補助40,000

会議費 40,000 40，000 0 会議室使用料

通 言費 200,000 200,000 0 会報他郵送料
ー

E
ー

ー

■
ｑ
■
４
口
●
０

－
コ
牙 §費

■
Ｊ
■
』

…
、f費

30,000

35,000

30,000

35,000

0

0
卓
ｑ

号
I■

I育費 1,495,000 809,000 686,000
一
一
一
一
口

《
ロ 2,690,000 2,154,000 536,000



平成19年度会費納入状況報告
会費納入者；229名総額；

No.月日氏

1,894,000円

金額氏名

久保田一行

大塚政子

橋本博之

町田知己

玉内幸子

平田芳和

小俣里知子

菊地君男

仲西盛光

金子洋平

田野哲

朝倉徳雄

安藤泰行

鈴木康夫

宇野正信

工藤昌二

山本好隆

山崎雅昭

境保則

矢木幹男

山内悟

松本恭子

西津員里子

岡本公子

伊 藤 勇

高波司雄

山下敦

櫛野智恵美

門脇隆

中谷秀明

松本俊一

平田倫敏

小笠原光子

櫛谷宗敬

原弘吉

金額隠名

西峯賢二

守屋 貴 夫

池田賢明

内田友幸

新藤正 晃

福島 良 次

平川 雄 貴

市角仁

後藤沙 織

新井 麻 衣

田中清子

五十嵐久人

山本一晴

門脇年宏

木村邦 博

竹村里 香

秦剛 一

堀田淳二

久保光正

外山宜男

塚田 和 茂

近藤盛一

青木文次

佐々木敏子

志賀正昌

菅野 秀 俊

船木政 明

渡辺美弥子

巻島久

後藤こずえ

吉田義経

平野昌宏

小林小百合

金子正史

岩津稔

No.月

８
１
６
６
０
８
１
１
３
４
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
０
０
０
０
０
１
１
１
１
５
５
５

日
１
１
３
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

緯
；
網

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
，
，
１
１
，
，
，
，
１
１
，
，
，
，
，
，
１
１
１
１
１
１
，
，
，
，
，
，
１
１

８
４
２
４
６
６
８
８
０
６
６
６
６
６
６
６
６
２
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１

１

１
１
３
１

５
５
５
６
６
７
７
７
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
，
夕
，
，
，
９
，
，
，
，
１
３
，
，
タ
ー
，
，
，
，
９
１
夕
，
，
，
，
，
，
，
９
，

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
８
８
６
６
２
６
８
６
６
６
２
６
６
６
８
３
８
０
６
６

１
１
１

１

１

１

１

１

１
１

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
４
４
９
９
０
３
３
８
１
６
７

１
１
１
１
２
２
２
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

Ｑ
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｎ
１
１
１
１
１
１
１
１
１

月 氏 名

梶山広司

藤田純一

佐藤久恵

寺元良人

池崎万里子

樫一 幸

高橋千春

今 村 悟

中村幸子

志村久子

栗原博人

松山禎一

鶴見興人

諸岡嘉春

近藤明

久保田一行

中根均

西峯賢二

小野田博之

桜井一男

富高千恵

小坂井一弘

小内格子

宮崎真由美

山口悠樹

西川大輔

森光大

高見等

小林正明

保坂弘一

藤原和子

川畑龍雄

相原和明

水島宏一

水島克己

平井良幸

太田崇

山田秀二

金額

５
６
６
６
６
７
７
８
８
８
８
２
３
５
５
５
０
０
１
２
２
５
５
６
６
７
８
９
９
２
２
５
６
６
９
９
９
１

日
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
３

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

・
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ｎ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

月
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
肥

金額氏名

国井信行

竹中剛

斉藤寛

後藤沙織

斉藤敬一

西繁美

清 水 昭 幸

松下’悦子

斉藤美幸

青木昭文

小貫孝春

金野東

山脇恭二

錦井利臣

錦井浩樹

錦井智子

三 富 洋 昭

飯嶋顕

真島孝礼

後藤靖治

坂田安世

佐藤勲

町田知己

舟山忠広

田 津千 晶

林昌幸

大塚孝幸

門 脇 年 宏

村田麻衣子

中山孝之

安里順一

佐藤佑介

室屋武子

宮川直人

大塚文夫

春山文子

阿部稔

小坂井一弘

１
５
５
５
６
７
７
８
８
６
９
２
６
０
０
０
３
４
５
５
１
４
４
５
５
７
７
７
８
９
５
５
６
６
７
８
８
８

日
１
１
２
２
３
３
３
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
‘
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
タ
ー
夕
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
，
９

６
０
６
６
０
６
６
２
６
６
６
６
６
０
６
６
２
２
６
６
４
６
６
４
２
４
２
２
３
６
６
６
６
８
６
４
２
６

１

１

１

２
１
１

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅲ
倫
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
緬
皿
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

６
４
２
２
６
６
２
６
２
６
６
８
６
６
２
２
４
２
６
６
６
６
４
６
４
２
４
２
２
４
４
４
６
２
６
６
６
６
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金額氏名

矢嶋利康

助信昌俊

芳村裕生

堀田淳二

望月敏正

橋本博之

櫛谷宗敬

岡本みどり

桜井一男

東係恭子

君嶋孝之

市角仁

大塚宏

村上吉正

佐古直美

八木宏克

遠藤幸一

飯島好美

木村邦博

佐藤久恵

椎名厚

志賀正昌

平野昌宏

吉田秀登

佐藤徹

天童毅

千野良一

寛山秀成

竹 内 勇

三木和一郎

高橋千春

遠藤慶

三川敦司

林弘策

相原和明

常井晴道

松谷育英

遠藤孝之

月金額

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

．
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｎ

２
２
２
３
３
３
４
４
４
５
５
５
８
９
０
９
１
４
４
４
４
５
５
５
６
７
０
１
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

日
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

氏 名

金子 洋 平

青木昭文

小内 格 子

吉川秀之

堀田敏明

小野昌男

小野田博之

藤原 和 子

塚田和茂

長淫 郁 子

西川大輔

砂野泰男

畠山繁博

井本吉彦

中村幸子

平田 倫 敏

森元 潤 一

小柴守夫

井上 靖

谷田部光則

志村 久 子

斉藤敬一

二岡真美子

松田洋

松本恭 子

小玉幸子

足立鈴 子

和田勝

中根均

豊田麻規子

清水智 子

山内悟

山本好隆

島崎康行

田中章二

松山禎一

高橋房雄

川 口亨
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０
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８
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No.月

2 233

22 43

22 53

2263

氏 名

佐々木藤雄

梅田陽子

川崎聖子

小笠原祥子

金額

５
５
５
５

日
１
１
１
１

No.

227

228

229

月日氏名金額

315宮原久美子6，000

315船木政明6，000

315河原史20，000

※ご協力ありがとうございました。

6，000

8，000

4，000

6，000

会費納入のお願いと住所シールの見方

～会費未納の方へ～

日本大学桜樹会の収入のほとんどが会費によるものです。ご多忙とは存じますが、お手

すきの時にご入金いただきますようご依頼申し上げます。なお、お振込の際には、必ず振偏mImmII》
込用紙の各欄に詳細をはっきりとご記入下さるようお願い申し上げます。
＜住所シールの見方＞

－54－

平成20年度分の会費について

正会員の年会費については､卒業後20年以上の場合は6,000円、同10年以上20年未満

の場合は4,000円、同10年未満の場合は2,000円となっています。よって平成20年度分

の会費は次のようになります。
~~一~~….…~…….~~一~~~~…~…~~~－－~~~~~~~~~~~…~.~~~~；『~……~~一…一一一一~一一…~~~~一一一一~…－11~~~~~~~~~~~~~~…~~~~~~~~~~~~~~~…~一…一一一一…1

1～29回卒；6,000円’’30～39回卒；4,000円’’40～49回卒；2,000円！
………………_……一一一一…－－－__……………！L…__……一…－．－．－－-一一一一一…_…ji－－_………__…______……………一一一一一一j

【郵便振替口座番号】OO140－5－111495日本大学桜樹会
蕊繍､職、

2008：08／12／13

(34－06）ラ宮了山鳥三孝言乏乙ニフi兼 →個人コード番号(体操部34回卒）

→2008年度分までが､2008年12月

13日付で入金されています。



平成20年度体操競技競技会予定

2008
月日曜月日 曜 大会名 場所

412土～413日 第29回オリンピック競技大会体操競技第2次選考会 代々木第一体育館

412土～413日 第50回関西学生体操選手権大会 岡山県総合グラウンド

419土～420日 第24回東日本学生体操競技グループ選手権大会 笠松運動公園総合体育館

419土～420日 第55回東海･北陸学生体操選手権 パークアリーナ小牧

425金～427日 第56回九州学生体操競技選手権 宮崎県体育館

55 月 ～ 5 6火
第47回NHK杯兼第29回オリンピック競技大会体操競技日本代
表決定競技会

岡山･桃太郎アリーナ

517土～518日 第42回東日本学生体操競技選手権 栃木県体育館

52 4 土 ～ 5 25日 第58回西日本学生体操選手権 岡山県総合グラウンド

61 3 金 ～ 6 15日 高体連中国ブロック 島根県立体育館

614土～615日 高体連関東ブロック 駒沢公園体育館

614土～615日 高体連四国ブロック
鳴門･大塚スポーツパークアミノ
バリューホール

618水～620金 高体連北海道ブロック 野幌総合運動公園体育館

6 21土～622日 高体連北信越ブロック リージョンプラザ上越

,蝉愚Iハ 621土～622日 高体連東海ブロック 岐阜GMCふれ愛ドーム

621土～622日 高体連東北ブロック 福島県郡山市総合体育館

6 27金～629日 高体連近畿ブロック 和歌山県ビックホエール

6 28土～629日 高体連九州ブロック 宮崎県体育館

72 1 月 ～ 7 24木 2008西日本ジュニア体操競技選手権大会 京都･向日市民体育館

72 6 土 ～ 7 29火 2008東日本ジュニア体操競技選手権大会 野幌総合運動公園体育館

730水～81金 中体連北海道ブロック 野幌総合運動公園体育館

730水～81 金 中体連東北ブロック 岩手県営体育館

82 土 ～ 8 3日 中体連四国ブロック 高知県立青少年センター体育館

85 土 ～ 8 6日 中体連近畿ブロック 奈良県立橿原公苑第一体育館

8 5火～86水 中体連北信越ブロック 金沢市総合体育館

86水～88金 全国高校総体(体操競技） 埼玉･くまがやドーム

87木～88金 中体連九州ブロック 北九州市立総合体育館

88金～810 日 中体連関東ブロック 笠松運動公園体育館

88金～810日 中体連中国ブロック 桃太郎アリーナ

88金～824日 第29回オリンピック競技大会 中国･北京

89土～810日 中体連東海ブロック 静岡市中央体育館

812火～81 7日 2008全日本ジュニア体操競技選手権大会 神奈川･横浜

8 18月～820水 第39回全国中学校体育大会(体操競技） 長野･ホワイトリンク

831日～92火 第62回全日本学生体操競技選手権大会 埼玉･熊谷ドーム

I騨鯛I 913土～915月 全日本社会人選手権大会(体操競技男女） 福井･鯖江市総合体育館

929月～101水 第63回国民体育大会(体操競技） 大分･別府市総合体育館

10未定 第51回九州学生体操競技新人大会 未定

1031金～112日 第62回全日本体操競技選手権大会 新潟･リージョンプラザ上越

117金～119 日 第38回中部日本学生新人体操選手権大会 スカイホール豊田

11未定 平成20年度関東学生新人体操競技選手権 未定

11未定 平成20年度関東学生交流体操競技選手権 未定

11未定 第41回東北･北海道学生体操新人交流選手権 仙台大学

1115土～1116日 第3回全国ブロック選抜U-12体操競技選手権大会 千葉･幕張ﾒｯｾ

1115土～1116日 豊田国際体操競技大会 愛知･豊田市総合体育館

1124月 北京オリンピック帰国報告演技会(鳥取） 鳥取県米子産業体育館

1126水～1127目 第40回関西学生体操新人選手権 兵庫県立総合体育館
1213土～1214日 第14回ワールドカップ決勝-体操競技 スペイン･マドリッド

2009
326木 ～3 28土 第9回全国体操小学生大会 茨城･大洗町

329日 第25回全国高校体操競技選抜大会 岡山･桃太郎アリーナ

承季采訂回は変更の口｣詑在かあります。こ注意ください。

※日程は原則として開会式､会議､練習など､競技以外の日程を除いています。

1／1
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平成20年度役員一覧

く会長＞4;菊地君男

く副会長＞4;小俣里知子

く会計監査＞7;岡本公子

く総務＞25;遠藤幸一

4;高田

11;原

43;葛西

信興6;鶴見興人

弘吉

玲広

以上平成18年度総会にて決定

く幹事＞17名

2;吉川晃4;木村多喜・早田卓次

5;小栗郁郎7;海谷美代子10;安藤泰行

14;外山宜男15;谷田部光則17;梶山広司

20;渡辺嘉三21;平田倫敏29;水島宏一

31;長津郁子34;西川大輔

44;佐藤佑介・日向小百合48;内田友幸

くブロック幹事＞15名

北海道 …8;山内

東北…7;佐藤

北信越…8;船木

東海…15; 後藤

近畿…26;川畑

中国…13;中谷

四国 …33;橋本

九州･沖縄…5;儀部

悟37;吉田義経

勲

政明14;五十嵐久人33;三富洋昭

史朗

龍雄40;岸本拓也

秀明25;小野田博之

博之

忠通16;錦井利臣19;松本俊一

－56－
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平成20年度体操部役員および部員
体操音E役員

副部長；前野正夫

コーチ；長津郁子、西川大輔

部長；早田卓次

監督；梶山広司

体操部員51名(男子36名、女子15名）

松本理沙／県立綾瀬高

柏崎千友紀／県立綾瀬高

三宅正晃／関西高

松本知憲／県立能代高

川田貴之／作新学院高

後藤俊介／庄内総合高

野崎健太朗／横浜商大高

杉山竹史／東海大附属第三高

鎌田優／聖徳大学附属高

一
員院

高
学
学
高

高
高
高
高
高
子
大
沢

剛
隙
頼
高
牌
高
献
塙
凱
鵠
肱
謂
棚
椴

川
棚
館
就
剛
鋤
櫛
馴
駄
撤
侃
繊
鯨
佃

／
／
／
／
／
／
／
長
／
／
み
／
／
子

岬
順
櫛
総
鰯
垂
》
繍
撫

1年；

小泉和輝／清風高

早川昂佑／洛南高

中俣邦／京北高

八石邦／れいめい高

坂下期平／智頭農林高

鈴木純／清風高

西村恵輔／姫路商業高

山田慧／新潟青陵高

塚本一真／修徳高

飯山真衣／品川女子学院高

友野実奈／聖徳大付属高

錦崎美菜／烏栖高

石橋玲子／市立習志野高

泉葉月／夙川学院高

青木泉澄／船橋二和高

2年；

武内祐樹／清風高

伊藤邦／湘南工大附属高

田中宏樹／太成学院高

日野祐樹／松山北高

一山朔平／市立尼崎高

川村洋貴／旭川大学高

菅井尚英／庄内総合高

坂下敏博／れいめい高

小高匡史／日大藤沢高

森本真帆／京都西山高
一
局

一
局
西

い
分
高

め
大
風

い
立
清

れ
県
／

／
／
介

猟
酔
崎
》

上記のような予定になっていますので､お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください。

・練習場；日本大学文理学部第2体育館3階体操場

電話03－5317－9719(直通）
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練

平日

目
ヨ
ヲ3 始 時 笥

土 雇 ノく日

男子 16 ●
● 2 0クー 13 ●

● 00戸、一 13 ●
の OOダー

女弓
ア
ー 16 ●

● 20クヘー 12 ●
● 40戸、一 10 ●

● 30戸、一



会報への原稿募集について

日本大学桜樹会会員として活躍されている皆様の体験談(良かったこと､悪かったこと、
成功したこと、失敗したこと、今後の指導に望むことなど）をはじめとして、学生時代の

思い出、現在興味を持っていること、近況報告などの原稿を募集しております。原稿枚委'‘顧厨､!》
など特別な指定は設けませんのでぜひ投稿していただきたいと存じます。

なお、こちらから原稿依頼をさせていただく場合もありますので、その際は桜樹会のた

めに少しの時間をさいてご寄稿くださいますようお願い申し上げます

（投稿締切；毎年3月末日）

投稿先；〒333-0853埼玉県川口市芝園町3-4-237葛西玲広
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